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は
じ
め
に

近
年
、
精
神
医
療
・
心
理
療
法
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
日
常
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー(

１)

、
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
活
動
が
実

践
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
把
握
す
る
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
甲
南
大

学
人
間
科
学
研
究
所
が
二
〇
〇
八
〜
一
二
年
度
に
行
っ
た

｢

ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
の
実
態
調
査｣

(

２)
(

以
下
Ｋ
調
査
と
略
記)

で
あ
る
。
こ
の
調
査
の

開
始
時
点
で
は
日
本
社
会
全
体
を
見
渡
す
よ
う
な
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
研
究

は
皆
無
に
等
し
く
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
類
書
も
、
実
施
者
自
身
の
活
動

分
野
に
限
定
さ
れ
た
実
施
方
法
や
意
義
な
ど
を
論
ず
る
も
の
が
中
心
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
い
る
の

か
把
握
す
る
方
法
が
な
く
、
さ
ら
に
そ
も
そ
も
誰
が
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト

な
の
か
定
義
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
定
義
の
困
難
さ
は
現
在
で

も
変
わ
ら
な
い
、
い
や
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
（
以
下
、
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ス
ト
を
Ａ
Ｔ
と
略
記)

。

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
Ｋ
調
査
で
は
調
査
対
象
者
の
抽
出
方
法
が
限

定
さ
れ
母
集
団
に
偏
り
が
生
じ
た(

３)

。
し
か
し
な
が
ら
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

の
多
様
な
実
態
や
社
会
的
な
意
義
、
ま
た
Ａ
Ｔ
が
抱
え
る
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
Ｋ
調
査
の
結
果
で
注
目
す
べ
き
は
、
比
較
的
健
常
な

人
に
対
す
る
健
康
維
持
・
増
進
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

(

生
活
の
質)

の
向
上
等
の
手

段
と
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
用
い
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
担
い
手

と
な
る
Ａ
Ｔ
の
多
く
は
、
比
較
的
容
易
に
取
得
・
維
持
で
き
る
民
間
の
資

格
を
持
っ
て
お
り
、
精
神
医
学
・
心
理
学
の
専
門
家
と
非
専
門
家
の
中
間

的
な
位
置
に
立
ち
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
活
動
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
心
理
療

法
の
専
門
家
か
ら
見
れ
ば
知
識
や
技
術
の
点
で
不
安
視
さ
れ
る
。
し
か
し

現
地
調
査
の
結
果
、
特
定
組
織
の
規
則
や
方
法
に
縛
ら
れ
ず
自
ら
の
判
断

と
工
夫
に
よ
っ
て
、
現
場
に
即
し
た
有
効
な
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
展
開
し

て
い
る
者
も
見
ら
れ
た(

４)

。

そ
こ
で
今
回
の
調
査
は
、
こ
う
し
た
い
わ
ば

｢

市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ

ス
ト｣

の
可
能
性
に
着
目
し
、
彼
ら
が
地
域
の
保
健
・
福
祉
・
教
育
分
野

と
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
根
付
い
た
息
の
長
い
貢
献
が
で
き

る
の
か
を
探
り
、
さ
ら
に
人
び
と
が
安
心
し
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
利
用

で
き
る
た
め
の
指
針
を
提
案
す
べ
く
着
手
し
た
。
我
々
の
研
究
で
は
、
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
の
諸
要
素
を
含
ん
で
い
る
諸
活
動
を
ひ
と
ま
ず
広
義
に｢

ア
ー
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石
原

み
ど
り
・
兼
子

一

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
し
て
の
市
井
の

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動

全
国
実
態
調
査
か
ら
見
え
る

そ
の
内
発
性
と
自
律
性



ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動｣

と
捉
え
、
社
会
現
象
と
し
て
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
調

査
を
行
い
、
地
域
社
会
で
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
あ
る
い
は
ア
ー
ト
セ

ラ
ピ
ー
に
類
す
る
活
動
の
拡
が
り
方
・
活
動
分
野
・
内
容
・
水
準
・
特
徴
・

有
効
性
・
問
題
点
に
つ
い
て
把
握
し
、
考
察
を
進
め
て
い
る(

５)

。

本
稿
で
は
、
ま
ず(
１)

調
査
概
要
を
示
し
、(

２)

調
査
デ
ー
タ
の
分
析

に
よ
る
全
体
像
の
把
握
を
行
う
。
さ
ら
に(

３)

活
動
事
例
に
市
井
の
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
の
特
徴
を
具
体
化
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て(

４)

新
た
な
分

類
を
試
み
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
今
後
展
開
し
て
い
く
た
め
の
新
た
な
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
像
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
像
を
提
示
す
る
。

１

調
査
概
要

１
�１

調
査
の
方
針
と
目
的

Ｋ
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
本
調
査
で
は
、
①
調
査
対
象
を
全
国
に
広

げ
、
②
社
会
現
象
と
し
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
幅
広
く
捉
え
る
と
い
う
二

つ
の
方
針
を
立
て
た
。
①
の
方
針
に
よ
り
、
ま
ず
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動

の
全
国
分
布
状
況
を
把
握
す
る
。
次
に
②
の
方
針
で
は
、
Ｋ
調
査
に
お
い

て
評
価
す
べ
き
有
意
義
な
活
動
と
し
て
認
め
ら
れ
た
Ａ
Ｔ
の
現
状
を
参
考

に
、
心
理
療
法
の
枠
組
み
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
社
会
学
的
観
点
か
ら
、
特
に

保
健
・
福
祉
・
教
育
の
各
分
野
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
自
称
す
る
活
動
、

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
的
要
素
を
持
つ
活
動
が
ど
の
程
度
実
践
さ
れ
て
い
る
の

か
把
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
調
査
目
的
と
し
て
、
①
多
様
な
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
学
術
的
に
分

類
す
る
こ
と
、
②
Ａ
Ｔ
と
し
て
の
経
済
的
自
立
と
活
動
の
継
続
可
能
性
を

探
る
こ
と
、
③
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
特
性
を
抽
出
す
る
こ
と
、
そ
し
て
最

終
的
に
④
様
々
な
利
用
者
が
各
種
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
適
切
に
選
択
で
き

る
指
針
を
提
案
す
る
こ
と
、
の
四
つ
を
設
定
し
た
。

目
的
①
は
、
Ｋ
調
査
に
お
い
て
石
原
が
試
み
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
四

系
統
の
仮
説
を
検
証
し
、
実
態
に
即
し
た
よ
り
適
切
な
分
類
と
説
明
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｋ
調
査
で
は
Ａ
Ｔ
の
訴
え
る
問
題
と
し
て
、
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
、
そ
れ
と
連
関
し
て
、
活
動
に
見
合

う
報
酬
を
得
る
の
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
目
的
②
と
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
認
知
度
の
変
化
や
よ
り
詳
し
い

労
働
の
実
態
を
調
べ
、
活
動
が
持
続
可
能
と
な
る
方
策
を
探
る
。
目
的
③

は
Ｋ
調
査
に
続
く
も
の
だ
が
、
と
り
わ
け
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動

に
新
た
な
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
あ
り
方
や
効
果
を
探
る
。
以
上
を
総
合
検

討
し
、
最
終
的
な
目
的
と
し
て
④
を
設
定
し
た
。

１
�２

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
の
抽
出
方
法
に
つ
い
て

当
初
の
計
画
で
は
、
公
共
の
医
療
・
福
祉
・
教
育
関
連
機
関
、
す
な
わ

ち
全
国
に
共
通
し
て
存
在
し
、
明
確
に
所
在
の
把
握
が
可
能
で
あ
る
対
象

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
送
付
し
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
関
す
る
知
識

や
取
り
組
み
な
ど
を
聞
き
、
ま
た
、
連
携
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
を
紹
介
し
て
も

ら
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
公
的
機
関
へ
の
プ
レ
調
査(

６)

よ
り
、
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ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
関
連
す
る
行
政
主
管
の
企
画
は
、
無
数
に
あ
る
各
施

設

(
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
等)

に
任
せ
て

あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
Ａ
Ｔ
達
の
任
意
の
活
動(

助
成
金
へ
の
応
募
等)

に
任
せ
て
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
公
的
機
関
に
対
す
る
調
査
に
意
義
が
認

め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
調
査
対
象
者
を
Ａ
Ｔ
本
人
と
し
、
選

定
方
法
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
に
切
り
替
え
、
検
索
エ
ン
ジ
ン

(
g

o
o

g
le)

で
一
、
〇
〇
〇
件
を
目
安
に
抽
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
検

索
ワ
ー
ド
は
、
時
間
的
制
約
も
あ
り
、
試
行
と
検
討
の
上
①
全
国
七
八
九

市
の

｢

市
名
」
×
「
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
」
、
②
全
国
四
七
都
道
府
県
の

「
県
名
」
×
「
音
楽
療
法
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
／
ダ
ン
ス
・
舞
踏

セ
ラ
ピ
ー
／
フ
ォ
ト

(

写
真)

セ
ラ
ピ
ー
／
書
道
セ
ラ
ピ
ー
／
フ
ラ
ワ
ー

セ
ラ
ピ
ー
／
園
芸
療
法
／
箱
庭
療
法
／
陶
芸
療
法
」
と
し
た(

７)

。
該
当

者
が
新
た
に
見
つ
か
っ
た
場
合
は
調
査
対
象
者
に
追
加
し
、
調
査
へ
の
協

力
を
依
頼
し
た
。

第
一
段
階
で
個
人
の
活
動
名
あ
る
い
は
事
業
者
名
で
抽
出
で
き
た
数
は

九
一
三
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
〇
四
件
は
、
芸
術
療
法
や
音
楽
療
法
を

実
施
し
て
い
る
高
齢
者
等
の
施
設
、
ま
た
音
楽
之
友
社
が
ウ
ェ
ブ
上
で
配

信
し
て
い
る

｢

音
楽
療
法
を
実
施
し
て
い
る
病
院｣

(

８)

の
音
楽
療
法
士

(

氏
名
は
不
明)

で
あ
る
。
彼
ら
は
被
雇
用
者
で
あ
る
が
、
そ
の
立
場
で

の
回
答
も
比
較
の
対
象
と
し
て
必
要
と
判
断
し
た
。
な
お
、
最
終
段
階
で

の
配
布
先
全
体
で
把
握
し
て
い
る
音
楽
療
法
実
施
者
は
三
三
四
件
で
あ
り
、

全
体
の
三
四
・
三
％
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
と
相
関
し
、
回
答
者
に
お
け

る
音
楽
療
法
実
施
者
の
割
合
も
三
一
・
八
％
で
あ
っ
た
。
Ｋ
調
査
で
も
回

答
者
の
う
ち
音
楽
療
法
士
が
三
八
・
六
％
で
あ
り
、
二
つ
の
調
査
で
は
調

査
対
象
者
の
抽
出
方
法
が
異
な
る
も
の
の
、
類
似
し
た
割
合
を
示
す
結
果

と
な
っ
た
。

１
�３

ア
ン
ケ
ー
ト
質
問
項
目
と
送
付
・
回
答
状
況

(

二
〇
一
四
年
九
月
現
在
の
暫
定
値)

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
、
お
お
ま
な
か
内
容
を
示
し
て
お

く
。
傍
線
を
引
い
た
質
問
は
、
今
回
新
た
に
設
け
ら
れ
た
質
問
で
あ
る
。

Ⅰ.

活
動
内
容
に
つ
い
て：

素
材
や
方
法
・
そ
の
用
い
方
、
肩
書
き

(

名
刺
の
貼
付
も
し
く
は
記
述
式)

・
肩
書
き
に
関
す
る
資
格

(

記
述
式)

、

活
動
の
形
態
・
場
所
と
実
施
頻
度
・
実
施
形
式
、
他
者
と
の
連
携
の
有
無

と
連
携
相
手
、
主
た
る
活
動
に
お
け
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー(

的)

要
素
が
占

め
る
割
合
、
心
理
相
談
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
有
無
、
人
材
育
成
の

有
無
、
Ⅱ.

利
用
者
に
つ
い
て：

利
用
者
の
年
代
・(

セ
ラ
ピ
ス
ト
か
ら

見
た)

居
住
地
域
、
利
用
者
の
限
定
の
有
無
と
条
件
、
Ⅲ.

実
践
に
お
け

る
効
果
に
つ
い
て：

期
待
す
る
効
果
、
効
果
の
測
定
方
法
、
効
果
の
た
め

に
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
対
応
に
困
っ
た
と
き
の
対
処
法
、
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
の
特
長
・
魅
力(

記
述
式)

、
活
動
の
動
機
、
Ⅳ.

知
識
や
技
術
の
習

得
に
つ
い
て：

方
法
・
期
間
・
実
習
の
有
無
・
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
体
験
の

有
無
、
知
識
や
技
術
の
向
上
に
つ
い
て
、
所
属
学
会

(

記
述
式)

、
Ⅴ.

運
営
に
つ
い
て：
営
業
・
広
報
方
法
、
二
〇
一
二
年
度
の
週
あ
た
り
の
ア
ー
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ト
セ
ラ
ピ
ー
に
関
す
る
就
労
時
間
、
そ
の
収
入
、
生
計
の
立
て
方
、
将
来

的
な
希
望
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
認
知
度
の
変
化
、
Ⅵ.

地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て：

つ
な
が
り
の
度
合
い
、
つ
な
が
り
を
感
じ
る
要
素
、

Ⅶ.

基
本
情
報：
性
別
、
年
齢
、
実
践
年
数
、
活
動
拠
点
、
ア
ー
ト
活
動

の
実
施
の
有
無
、
Ⅷ.

自
由
な
意
見
、
感
想

(

自
由
記
述)

。

一
方
、
Ｋ
調
査
に
は
あ
っ
た
が
、
今
回
行
わ
な
か
っ
た
質
問
は
、
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
の
理
想
と
現
実
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
対
処
法
、
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
に
お
け
る
表
現
の
芸
術
性
や
芸
術
的
な
質
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。

ま
た
、
共
通
す
る
質
問
項
目
で
も
回
答
法
が
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

調
査
票
の
送
付
と
回
答
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
送
付
方
法：

郵
便
、

送
付
時
期：

四
月
下
旬

(

そ
の
後
必
要
に
応
じ
追
送)

、
配
布
数：

九
七

三
件

(

う
ち
宛
先
不
明
、
非
該
当
な
ど
無
効
九
五
件)
、
回
答
数：

二
四

〇
件

(

う
ち
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
協
力
承
諾
あ
り
一
二
九
件)

(

Ｎ

＝
八
八
〇
、
ｎ
＝
二
四
〇
、
回
収
率
二
七
・
三
％)

と
な
っ
て
い
る

[

Ｋ

調
査
で
は
Ｎ
＝
三
〇
〇
、
ｎ
＝
一
二
七
、
回
収
率
四
二
・
三
％]

(
以
後

Ｋ
調
査
の
デ
ー
タ
は

[
]

で
示
す)

。

１
�４

事
例
調
査
対
象
者
の
選
定

全
国
一
〇
エ
リ
ア

(

表
３
参
照)

か
ら
二
〇
〜
三
〇
名
を
選
定
し
た
。

選
定
で
は
、
市
井
の
Ａ
Ｔ
で
有
効
な
活
動
を
し
て
い
る
人
達
の
誰
も
が
継

続
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
探
す
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
活
動
形
態
、
様
々

な
セ
ラ
ピ
ー
方
法
・
素
材
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
状

況
、
経
営
の
特
性
を
選
定
の
指
標
と
し
て
有
意
抽
出
を
行
っ
た
。

１
�５

事
例
調
査
方
法
・
実
施
状
況

二
〇
一
三
年
六
月
〜
二
〇
一
四
年
九
月
に
か
け
、
沖
縄
を
除
く
全
国
九

エ
リ
ア
で
二
七
件
の
事
例
調
査
を
三
名
の
調
査
者
で
分
担
し
、
半
構
造
化

面
接
形
式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
事
例
三
件
に
つ
い
て
は
別
途

追
加
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
Ｋ
調
査
と
同
様
、
機
会
と
許
可
が
得
ら
れ
た

場
合
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
講
座
の
参
与
観
察
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
に
絞
り
結
果
を

提
示
す
る
。
特
に
Ｋ
調
査
結
果
と
の
異
同
を
見
る
べ
く
、
ま
ず
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
協
力
者
の
男
女
比
、
年
齢
構
成
、
経
験
年
数
、
実
施
内
容
を
比
較

分
析
す
る
。
さ
ら
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
に
よ
る
生
計
の
成
否
、
活
動

時
間
、
活
動
形
態
、
活
動
の
動
機
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
市
井

の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
の
典
型
と
な
る
事
例
も
参
照
す
る
。
別
表
に
事

例
調
査
二
七
件
か
ら
一
〇
件
を
選
択
し
、
活
動
内
容
の
概
要
を
ま
と
め
た
。

２
�１

性
別
・
年
齢
・
経
験
年
数
・
活
動
地
域

回
答
Ａ
Ｔ
の
男
女
比
は
女
性
が
二
一
六
名
＝
九
〇
％

[

一
一
八
名
＝
九

四
％]

、
男
性
二
三
名
＝
一
〇
％

[

七
名
＝
六
％]

で
あ
り
女
性
が
多
い
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２

調
査
結
果

回
答
Ａ
Ｔ
の
傾
向
と
比
較



(
無
回
答
一
名)

。
年
齢
構
成

(

表
１)

の
特
徴
は
四
〇
〜
五
〇
代
で
六
二

％

[
七
二
％]

を
占
め
る

(

平
均
年
齢
は
四
八
歳

[

デ
ー
タ
な
し])

。

回
答
者
の
性
別
、
年
齢
は
い
ず
れ
も
Ｋ
調
査
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

経
験
年
数

(
表
２)

を
見
る
と
、
五
年
以
下
が
三
八
％

[

四
八
％]

、
六

年
か
ら
一
〇
年
が
三
一

％

[

三
一
％]

で
、
つ

ま
り
こ
の
五
年
で
も
新

規
参
入
し
た
Ａ
Ｔ
が
増

加
し
て
い
る
。
な
お
新

規
参
入
者
の
平
均
年
齢

は
四
三
歳
で
あ
り
、
こ

こ
か
ら
判
断
す
る
と
、

一
定
の
キ
ャ
リ
ア
、
経

験
を
積
ん
だ
人
が
新
た

に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活

動
に
取
り
組
む
傾
向
に

あ
る
と
い
え
る

(

別
表

＃
５
、
＃
８
、
＃
�
、

＃
�
参
照)

。

し
か
し
回
答
Ａ
Ｔ
の

中
に
は
、
中
学
時
に
音

楽
療
法
を
知
っ
て
職
業

に
し
た
い
と
思
い
、
そ
の
の
ち
国
内
の
大
学
で
資
格
を
取
得
し
現
在
病
院

で
勤
務
し
て
い
る
二
六
歳
の
音
楽
療
法
士
も
い
る
。
今
後
こ
う
し
た
若
年

層
の
Ａ
Ｔ
が
増
え
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る(

９)

。
一
方
で
六
〇
〜
八
〇

代
の
Ａ
Ｔ
が
三
％

[

一
％]

お
り
、
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
高
齢
の
Ａ
Ｔ
の
存

在
も
確
認
で
き
た
。
二
名
の
八
〇
代
Ａ
Ｔ

(

う
ち
一
名
が
別
表
＃
６)

の

キ
ャ
リ
ア
は
共
に
三
〇
年
、
ま
た
回
答
Ａ
Ｔ
中
で
キ
ャ
リ
ア
が
最
も
長
い

者
は
七
〇
代

(

男)

で
四
五
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
ら
の
活
動
が
一

九
九
〇
年
代
の
セ
ラ
ピ
ー
文
化
の
興
隆
と
そ
の
後
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の

拡
大
以
前
か
ら
独
自
に
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
回
答
Ａ
Ｔ
の
活
動
地
域
に
つ
い
て
見
る
と
、
地
域
別
人
口
比
率
に

お
お
よ
そ
比
例
し
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
が
全
国
的
に
拡
が
っ
て
い
る

こ
と
が
把
握
で
き
た

(

表
３)

。

な
お
表
に
は
挙
げ
て
い
な

い
が
、
細
か
く
見
れ
ば
、
関

東
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｔ
の
居
住

地
と
活
動
地
域
が
異
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
顕
著
で
、
交

通
の
利
便
性
が
高
く
人
的
交

流
の
結
節
点
と
な
っ
て
い
る

東
京
都
区
内
で
の
活
動
が
目

立
つ
。
ま
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
先
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表１ 年齢構成

25

20

15

10

5

0

本調査 先行調査

1
0

8

3

9

8

12

8

23

18 18

15

19
17

12
11

7

4 4

0

2
1 1

0 0

25以
下
26�
30
31�
35
36�
40
41�
45
46�
50
51�
55
56�
60
61�
65
66�
70
71�
75
76�
80
81�
85

(％)

表 2 経験年数

41�45
0％

16�20
12％

26�30
2％

6�10
29％

11�15
19％

0.5�5
34％

36�40
1％

31�35
1％

21�25
2％



行
し
て
い
る
奈
良
県
や
兵
庫
県
に
多
い
こ
と
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
愛
知

県
に
独
自
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
実
践
者
が
多
い
こ
と
、
陶
芸
を
用
い
た
セ

ラ
ピ
ー
は
九
州
の
北
部
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

２
�２

収
入
・
活
動
時
間
・
活
動
形
態
・
運
営
状
況

表
４
は
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
に
当
て
ら
れ
る
週
あ
た
り
の
時
間
で

あ
る(

�)

。
一
〇
時
間
以
内
が
六
五
％
を
占
め
て
お
り
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

活
動
が
認
知
度
を
高
め
て
は
い
る
も
の
の

(

表
５)

、
実
施
頻
度
は
低
い

実
態
が
把
握
さ
れ
た
。
当
然
こ
の
活
動
時
間
数
と
連
動
し
、
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
活
動
に
よ
る
収
入
で
は

｢

自
分
の
生
計
が
成
り
立
た
な
い｣

が
七
九

％
と
高
く
、｢

自
分
の
生
計
が
成
り
立
つ｣

が
一
六
％

｢

家
族
の
生
計
が

成
り
立
つ｣

が
三
％
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
生
計
は
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を

組
み
込
ん
だ
、
も
し
く
は

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
は
関

連
の
な
い
本
業
や
副
業
、

年
金
、
家
族
の
収
入
な
ど

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
見
逃
せ
な
い
現
象
と

し
て
フ
ル
タ
イ
ム

(

週
三

五
〜
四
〇
時
間)

で
常
勤

雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
も

生
計
が
成
り
立
た
な
い
と

す
る
Ａ
Ｔ
が
少
な
く
と
も

三
名
い
た
。
Ｋ
調
査
に
お

い
て
も
活
動
に
対
す
る
報

酬
の
低
さ
が
訴
え
ら
れ
て

い
た
が
、
今
回
の
調
査
に

よ
っ
て
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

活
動
を
生
業
と
す
る
の
は

実
質
困
難
で
あ
る
こ
と
が

よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
経

済
的
な
自
立
は
現
段
階
で

は
高
す
ぎ
る
目
標
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
自
由
記
述

投 稿 論 文

110

表３ 活動地域
＊人口比率は2010年度国勢調査から
算出

地域別比率
Ｋ調査

人口

（回答者数） 比率

北海道 3％ ( 7人) 2％ 4％

東北 5％ (11人) 2％ 8％

北陸 5％ (12人) 1％ 7％

関東 32％ (76人) 37％ 33％

東海 12％ (28人) 4％ 10％

関西 26％ (63人) 50％ 18％

中国 6％ (14人) 2％ 6％

四国 3％ ( 7人) 0％ 3％

九州 7％ (17人) 2％ 10％

沖縄 1％ ( 3 人) 0％ 1％

全国で 0 ( 1人)

無回答 0 ( 1人)

表 4 活動時間

～70h
4％

～5h
25％

～10h
19％

～40h
9％

～30h
8％

～20h
14％

～1h
21％

表 5 過去５年間でアートセラピーの
認知度が上がったと思うか

強く
15％

まあまあ
55％

全く
3％

あまり
27％



に
も

｢

か
つ
て
経
済
的
な
自
立
を
目
指
し
た
が
挫
折
し
た｣

｢

生
計
を
立

て
よ
う
と
す
る
と
提
供
し
た
い
こ
と
が
で
き
な
く
な
る｣

と
あ
る
。
一
方

で
、
興
味
深
い
こ
と
に
七
九
％
の

｢

生
計
が
成
り
立
た
な
い｣

Ａ
Ｔ
に
尋

ね
る
と

｢

将
来
的
に
自
分
あ
る
い
は
自
分
の
家
族
の
生
計
を
成
り
立
た
せ

た
い｣

と
す
る
者
が
五
九
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
Ａ
Ｔ
が
希
望

の
実
現
は
難
し
い
と
理
解
し
な
が
ら
も
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
に
意
義

と
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
活
動
に
見
合
う
報
酬
を
得
て
活
動
を
拡
大
さ

せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｔ
の
経
済

的
自
立
の
道
は
探
り
つ
つ
も
、
む
し
ろ
現
状
で
ど
の
よ
う
に
活
動
を
継
続

さ
せ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
継
続
さ
せ
た
い
か
を
探
り
、
今
後
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
が
一
定
の
質
と
多
様
性
を
保
ち
な
が
ら
持
続
的
に
展
開

し
、
さ
ら
に
新
た
な
担
い
手
が
生
ま
れ
る
方
策
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

２
�３

活
動
背
景

本
調
査
で
は
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
の
動
機
・
背
景
を
聞
い
て
い
る
。

質
問
は
、
対
人
援
助
活
動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
動
機

(

五
項
目
か
ら
該

当
す
る
も
の
を
一
つ
選
択)

と
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
選
ん
だ
理
由

(

一

七
項
目
か
ら
該
当
す
る
も
の
を
三
つ
ま
で
選
択)

の
二
方
向
か
ら
行
っ
た

(

表
６
�①
②)

。
本
稿
で
は
②
に
つ
い
て

｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
の
出
会

い
が
ア
ー
ト
活
動
に
あ
る
の
か
対
人
援
助
活
動
に
あ
る
の
か｣

を
軸
に
集

計
し
た(

�)

。
そ
の
結
果
、
②
�Ａ
、
Ｂ
を
合
わ
せ
た
五
四
％

(

130)

の
Ａ
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表 6�① 対人援助活動を始めた動機

Ａ
13％

Ｂ
23％

Ｅ
24％

Ａ 現代社会は心のケアがますます求められており、ニー
ズがあるから

Ｂ 自分の身近で心のケアが必要な人に接し他者をケア
したり支援したりすることが重要であると考えたか
ら

Ｃ 自分と同じ苦労や問題をもつ他者をケア ･ 支援した
いと思ったから

Ｄ 他者をケアしたり支援したりすることにやりがいを
感じたから

Ｅ その他Ｃ
17％

Ｄ
23％

表 6�② 様々な方法のうちアートセラピーを選んだ理由

Ａ
26％

Ｆ
10％

Ａ アート系の勉強をする中でアートセラピーを知り、�
自分の技術を生かしたい､ �アートの治癒的効果を展
開させたい（※）

Ｂ アート系の仕事をする中でアートセラピーを知り、�
自分の技術を生かしたい､ �アートの治癒的効果を展
開させたい（※）

Ｃ 対人援助職の勉強をする中でアートセラピーを知った
Ｄ 対人援助職の仕事をする中でアートセラピーを知った
Ｅ �自分や�周囲の人がアートセラピーを受けよい結果

を得た、あるいはアートによって変化したり救われた
りした（※）

Ｆ その他
※アンケートでは��は項目を分けて質問している

Ｂ
28％

C
5％

Ｄ
16％

Ｅ
15％



Ｔ
が
ア
ー
ト
由
来
で
あ
る
。
つ
ま
り
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
ア
ー
ト
系
の

勉
強
や
仕
事
を
す
る
中
で
ア
ー
ト
の
セ
ラ
ピ
ー
性
に
つ
い
て
直
接
、
間
接

に
学
ん
だ
こ
と
、
あ
る
い
は
ア
ー
ト
の
治
癒
的
効
果
が
発
生
す
る
現
場
に

立
ち
会
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ア
ー
ト
由
来
の
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー
タ
の

限
り
で
は
、
ア
ー
ト
に
つ
い
て
の
自、
分、
の、
技
術
を
社
会
に
役
立
て
せ
る
方

法
と
し
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
者
は
極
め
て
少
数
で

あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
の
者
に
該
当
す
る
と
解
釈
で
き
る
者
、
す
な
わ

ち
②
�Ａ
、
Ｂ
の
う
ち
で
�｢

自
分
の
技
術
を
生
か
し
た
い｣

と
し
、
か

つ
①
�Ａ

｢(

他
者
の
支
援
や
ケ
ア
は
社
会
的
に)

ニ
ー
ズ
が
あ
る｣

と
い

う
外
的
要
因
を
選
ん
だ
者
や
①
�Ｅ

｢

そ
の
他｣
で
具
体
的
に

｢

社
会
貢

献
す
る
た
め｣

等
と
記
述
し
て
い
る
者
は
四
％
弱
(

６)

で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
大
多
数
の
ア
ー
ト
由
来
の
Ａ
Ｔ
は
、
①
で
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
を
選

ん
だ
り
、
②
で
Ａ
や
Ｂ
以
外
に
Ｅ
も
選
択
し
た
り
し
、
心
の
ケ
ア
・
支
援

の
重
要
性
を

｢

我
が
事｣

と
し
て
感
じ
て
い
る
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
が

セ
ラ
ピ
ー
的
効
果
を
体
感
し
て
い
る
、
ま
た
他
者
の
ケ
ア
・
支
援
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
、
等
の
理
由
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
に
着
手
し
て

い
る
。

ま
た
、
対
人
援
助
職
を
起
点
と
し
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
有
用
な
も
の

と
し
て
活
用
し
て
い
る
の
は
二
一
％
で
あ
る(

�)

。
さ
ら
に
残
り
の
Ａ
Ｔ

を
見
る
と
、
Ｅ

｢

自
分
や
周
囲
の
人
が
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
受
け
て
よ
い

結
果
を
得
た
、
あ
る
い
は
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
変
化
し
た
り
救
わ
れ
た
り
し

た｣

を
選
択
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
が
一
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
②
�Ｆ

｢

そ
の

他｣

に
は
、
②
�Ｅ
に
該
当
す
る
内
容
の
も
の
が
あ
る
他
、
注
目
で
き
る

も
の
を
挙
げ
る
と

｢

援
助
活
動
と
思
っ
て
い
な
い｣

｢

い
い
も
の
を
広
め

た
い｣

｢

一
緒
に
楽
し
み
た
い｣

｢｢

ア
ー
ト
が
好
き
だ
か
ら｣

｢

自
己
成
長

に
な
る｣

｢

美
術
教
育
に
不
安
を
感
じ
た｣

等
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
セ

ラ
ピ
ス
ト－

利
用
者

(

ク
ラ
イ
エ
ン
ト)

と
い
う
関
係
意
識
が
低
く
、
む

し
ろ
同
じ
立
場
で
ア
ー
ト
の
セ
ラ
ピ
ー
効
果
を
共
有
し
た
い
と
い
う
思
い

が
見
て
取
れ
る
。

２
�４

実
施
内
容

次
に
実
施
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
方
法
・
媒
体
か
ら
見
て
い
こ
う
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
一
五
種
の
方
法
・
媒
体
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

｢

主
に
用
い
る
／
時
々
用
い
る
／
用
い
な
い
」
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
を

選
択
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
中
核
に
据
え
る
方
法
・
媒
体
を

集
計
す
る
と
、
造
形
系
が
六
一
％

(

描
画
・
造
形

(

130)

、
カ
ラ
ー

(

10)

、

陶
芸

(

３)

、
写
真

(

２)

、
箱
庭

(

１))

と
音
楽
系
三
二
％

(

76)

に

大
別
で
き
、
そ
こ
に
そ
の
他
七
％

(

演
劇
／
ダ
ン
ス

(

５)

、
園
芸
・
フ

ラ
ワ
ー
ア
ー
ト

(

３)

、
複
数
組
み
合
せ

(

９))

と
な
る
。
Ｋ
調
査
で
は

項
目
の
立
て
方
と
回
答
法
が
異
な
る
の
で
主
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
比
較

で
き
な
い
が
、
類
似
の
割
合
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
残
り
の
五
種
の
方

法
・
媒
体
は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
／
詩
歌
・
俳
句
・
文
芸
／
書
／
手
芸
・
ク
ラ

フ
ト
／
料
理
で
い
ず
れ
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
本
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調
査
で
初
め
て
陶
芸
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
写
真
セ
ラ
ピ
ス
ト
等
の
存
在
を
確
認

で
き
た
こ
と
、
ま
た
彼
ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
新
た
な
知

見
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る

(

別
表
＃
23
、
＃
24
参
照)

。
陶
芸
や
写
真

は
、
こ
れ
ま
で
造
形
系
の
一
媒
体
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
近
年
、
日
常
生
活
に
根
差
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
固
有
性
を
活
か

し
た
セ
ラ
ピ
ー
が
追
究
さ
れ
つ
つ
あ
る(

�)

。

さ
て
、
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
全
般
的
に
比
較
的
健
康
度
の
高
い

人
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
研
究
は
心
理
療
法
の
枠
組
を
取
り

払
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
し
か
し
心
理
療
法
と
し
て
の
ア
ー
ト
セ

ラ
ピ
ー
に
対
す
る
考
え
方
や
そ
こ
か
ら
の
距
離
は
、
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
活
動
を
分
類
し
性
格
付
け
る
た
め
の
指
標
と
な
る
。
本
調
査
で
は
こ

の
点
を
把
握
す
る
手
が
か
り
と
し
て
複
合
的
な
質
問
を
行
っ
た
。
ま
ず
、

心
理
相
談
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
の
有
無
を
尋
ね
た

(

表
７)

。

そ
の
結
果
、｢

実
施
し
な
い｣

、
す

な
わ
ち
心
的
な
問
題
に
焦
点
を
当

て
な
い
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
四
一

％
に
上
り
、
具
体
的
な
数
字
で
明

確
化
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
造
形
系
、

音
楽
系
、
そ
れ
以
外
に
分
け
て
集

計
す
る
と
音
楽
系
の
七
八
％
が

｢

実
施
し
な
い｣

の
に
対
し
、
造

形
系
で
は
七
六
％
が｢

実
施
す
る｣

と
い
う
ほ
ぼ
反
対
の
結
果
と
な
り
、
両
者
で
明
ら
か
な
有
意
差
が
見
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
技
法
・
媒
体
の
違
い
が
実
施
内
容
の
違
い
と
連
動

し
て
い
る
こ
と
が
同
時
に
明
確
に
な
っ
た
。
こ
の
違
い
は
デ
ー
タ
分
析
を

行
う
上
で
も
重
要
な
指
標
と
な
る
。

さ
て
設
問
の

｢

心
理
相
談
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ｣

は
狭
義
の
心
理

療
法
か
ら
、
助
言
や
指
示
も
行
う
人
生
相
談
の
よ
う
な
広
義
の
も
の
ま
で

幅
広
い
。
そ
こ
で
心
理
療
法
の
知
識
や
そ
れ
に
対
す
る
意
識
の
有
無
を
あ

る
程
度
把
握
す
べ
く
、
心
理
療
法
に
お
け
る
基
本
事
項
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
尋
ね
た
。
す
な
わ
ち

｢(

安
心
・
安
全
な
表
現
空
間
に
す
る
た
め)

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
体
験
を
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
利
用
者
に
伝
え
る
か｣

と

い
う
質
問
に
対
し

｢

し
な
い
／
時
々
す
る
／
よ
く
す
る
／
必
ず
す
る｣

の

選
択
肢
か
ら
該
当
す
る
も
の
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
、
心
理
相

談
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
全
Ａ
Ｔ
の
四
五
％
が

｢

し
な
い｣

を

選
ん
だ
。
む
ろ
ん

｢

し
な
い｣

理
由
は
様
々
考
え
ら
れ
、
四
五
％
の
Ａ
Ｔ

が
心
理
療
法
の
基
本
事
項
を
押
さ
え
て
い
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
他
の
質
問
に
対
す
る
回
答(

�)

や
、
自
由
記
述
、
肩
書
・
資
格
な
ど

他
の
デ
ー
タ
を
複
合
的
に
分
析
す
れ
ば
、
心
理
療
法
の
専
門
家
か
ら
見
て

不
安
視
さ
れ
る
状
況

例
え
ば
無
防
備
に
自
己
解
放
的
な
表
現
を
促
し
、

表
現
し
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
な
さ
れ
ず
、
心
身
に
問
題
が
生
じ
る
と
い
っ

た
事
態

が
発
生
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い(

�)

。
Ｋ
調
査
で
も

指
摘
さ
れ
た
こ
の
安
全
性
に
関
す
る
課
題
は
、
本
調
査
で
も
変
わ
ら
ず
見

出
さ
れ
た
。
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表 7 心理相談・カウンセリングの
実施について

する しない

全体(240人) 58％(140) 41％(99)

造形系
65％(156) 76％(118) 24％(38)

音楽系
32％(76) 22％(17) 78％(59)

それ以外
3％(8) 62％(5) 38％(3)



次
に
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
事
例
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
検
討

し
た
い
。
基
本
的
な
セ
ラ
ピ
ー
の
諸
効
果
は
本
論
で
も
折
々
言
及
し
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
で
お
く

(

本
稿
で
新
た
に
提
案
し
た

表
８
の
分
類
表
に
記
載
し
て
い
る)

。
今
回
の
調
査
で
最
も
注
目
し
た
い

の
は
、
ア
ー
ト
の
セ
ラ
ピ
ー
効
果
、
セ
ラ
ピ
ー
的
機
能
が
内、
発、
的、
か
つ
自、

律、
的、
で
あ
る
こ
と
だ
。
２
章
の
１
で
回
答
Ａ
Ｔ
の
年
齢
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

一
定
の
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
を
積
ん
だ
人
が
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
に
取
り

組
む
と
い
う
傾
向
を
指
摘
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
す
な
わ
ち
、

Ａ
Ｔ
達
が
個
々
の
生
活
や
育
児
、
仕
事
に
従
事
す
る
な
か
で
、
ア
ー
ト
セ

ラ
ピ
ー
活
動
へ
と
展
開
す
る
出
来
事
や
発
見
、
発
想
が
生
じ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
が
事
例
調
査
に
お
い
て
具
体
的
に
特
色
あ
る
形
で
確
認

さ
れ
た
。
＃
12
の
よ
う
に
美
術
教
室
や
造
形
教
室
で
、
描
く
行
為
や
作
品

の
中
に
自
ず
と
内
面
や
思
い
が
表
れ
た
り
、
＃
24
の
よ
う
に
陶
芸
教
室
で

粘
土
を
触
る
う
ち
に
い
つ
し
か
語
り
出
す
生
徒
が
い
た
り
す
る
等
は
典
型

的
で
あ
る
。
ま
た
＃
８
、
＃
23
、
＃
24
、
＃
27
は
、
Ａ
Ｔ
自
身
が
表
現
行

為
に
よ
っ
て
心
身
の
不
調
や
病
気
か
ら
快
復
し
た
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て

(

現
在
も)

病
気
と
折
り
合
い
を
つ
け
た
り
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
機

能
を
自
ら
体
感
す
る
例
で
あ
る
。

そ
し
て
、
内
発
し
た
ア
ー
ト
の
セ
ラ
ピ
ー
的
機
能
は
、
そ
の
重
要
性
や

必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
現
場
の
目
的
に
応
じ
て
取
り
込
ま
れ
た

り
、
Ａ
Ｔ
が
有
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
、
他
の
活
動
と
融
合
し
た
り

し
、
多
様
な
形
で
深
め
ら
れ
て
い
く
。
活
動
方
針
や
ル
ー
ル
の
決
定
に
際

し
て
は
、
現
場
の
状
況
や
実
践
経
験
が
大
き
く
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
活
動
は
自
律
的
で
あ
る
。
特
に
、
＃
６
の
発
音
・
発
語
を
促

す
音
楽
療
法
、
＃
８
の
陰
陽
五
行
の
思
想
と
結
び
つ
く
色
彩
心
理
、
＃
16

の
独
自
の
ア
ク
リ
ル
画
法
と
プ
ロ
セ
ス
指
向
心
理
学
の
融
合
等
に
、
そ
の

姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
内
発
性
と
自
律
性
は
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
特
徴
づ
け

る
も
の
で
、
こ
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
指
標
と
な
ろ
う
。

３

活
動
事
例
に
見
る
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
特
徴

次
に
活
動
事
例
を
取
り
上
げ
、
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
特
長
と
し

て
指
摘
し
た
内
発
性
、
自
律
性
、
そ
の
他
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
し
た

い
。
本
稿
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
事
例
＃
１

愛
知
県
小
牧
市
で
活
動
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
、
晴
留
屋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

(

以
下
、
晴
留
屋
と
略
記)

で
あ
る
。
活
動
の
内
容
や
様
子
は
、
広

報
を
兼
ね
て
ウ
ェ
ブ
上
で
発
信
さ
れ
て
い
る(

�)

。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

は
次
の
よ
う
に
二
回
に
わ
た
り
実
施
し
た
。

①
二
〇
一
三
年
六
月
二
九
日
、
於
小
牧
市
堀
の
内
体
育
館
、
練
習
の
参
与

観
察
あ
り
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
二
名

(

代
表
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー)

②
二
〇
一
三
年
八
月
三
一
日
、
於
春
日
井
市
若
草
学
園

(

障
が
い
児
入
所

支
援
施
設)
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
与
観
察
あ
り
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン

ト
五
名

(

代
表
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
他
中
心
ス
タ
ッ
フ)
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(
以
下
、
調
査
記
録
お
よ
び
晴
留
屋
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
引
用
を

�

�
で
示
す)

。

３
�１

活
動
の
背
景
と
展
開
の
仕
方

二
〇
〇
八
年
に
結
成
さ
れ
た
晴
留
屋
の
出
発
点
は
、
希
薄
に
な
っ
た
自

分
た
ち
の
親
子
関
係
、
親

(
母)

子
の
絆
を
強
め
た
い
と
い
う
思
い
で
あ

る(

�)

。
そ
こ
で
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
一
種
の
互
助
サ
ー
ク
ル
を
築
い

た
。
結
成
メ
ン
バ
ー
は
同
じ
県
営
住
宅
に
住
む
三
人
の
母
親
と
小
中
学
生

の
子
ど
も
計
一
〇
名
で
あ
り
、
そ
の
中
に
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り(

�)

の
経
験
者
が
い
た
こ
と
か
ら
〈
親
子
で
楽
し
く
踊
る
こ
と
〉
を
活
動
内
容

と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
さ
こ
い
踊
り
を
ベ
ー
ス
に
小
牧
の
歴
史
や
文

化
的
要
素
を
織
り
込
ん
だ
独
自
の
踊
り
を
メ
ン
バ
ー
自
身
で
考
案
し
て
い

る
。
一
年
の
練
習
期
間
を
経
て

�何
と
か
人
に
見
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま

で
持
っ
て
行
き
�、
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
慰
問
活
動
と
し
て
初
め

て
人
前
で
披
露
す
る
。
そ
の
後
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
各
種
福
祉

施
設
へ
の
訪
問
で
、
年
数
回
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

る
。
つ
ま
り
結
成
当
初
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
影
は
な
く
、
ま
た
そ
う
し

た
も
の
に
対
す
る
知
見
や
専
門
的
な
技
術
、
意
識
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

一
年
間
の
活
動
の
中
で
、
現
在
の
活
動
へ
と
展
開
す
る
出
来
事
が
起
き
た

の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の
一
人
の
子
ど
も
が
不

登
校
に
な
っ
た
。
そ
の
際
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
の
が
こ
の
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
で
あ
る
。
晴
留
屋
で
は
、
集
団
か
ら
は
み
出
す
部
分
も
そ
の
子
の
個

性
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
親
以
外
の
大
人
や
同
年
代
の
子
ど
も
達
と
ダ

ン
ス
を
通
じ
て
主
体
的
に
関
わ
り
な
が
ら
体
験
を
共
有
し
、
そ
し
て
自
分

の
殻
を
破
っ
て
思
い
切
り
踊
る
。
ま
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
に
お
い
て

新
た
な
他
者
と
出
会
い
、
他
者
の
前
で
踊
り
、
拍
手
を
受
け
る
。
そ
の
子

は
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
自
信
を
取
り
戻
し
、
学
校
に
行
き
始
め
た
。

実
は
他
に
も
、
周
囲
か
ら
理
解
さ
れ
づ
ら
い
子
も
お
り
、
彼
ら
に
と
っ
て

も
晴
留
屋
は
同
様
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

不
登
校
に
な
っ
た
子
が
変
化
し
た
の
は
様
々
な
力
学
が
相
互
作
用
し
た

か
ら
だ
が
、
ダ
ン
ス
が
も
つ
セ
ラ
ピ
ー

的
機
能

表
現
行
為
を
通
じ
身
体

を
ほ
ぐ
し
自
己
を
解
放
す
る
、
新
た

な
自
分
の
能
力
や
性
格
を
知
る
、
無

心
に
踊
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散

さ
せ
表
現
す
る
悦
び
を
味
わ
う
、
ダ

ン
ス
を
媒
介
に
他
者
、
外
部
へ
と
開

か
れ
る
等

は
そ
の
一
部
で
あ
る

が
、
こ
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
的
機
能

が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
セ

ラ
ピ
ー
的
機
能
が
優、
れ、
て、
発、
揮、
さ、
れ、

る、
環
境
、
す
な
わ
ち
受
容
的
で
非
強
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制
的
・
非
統
制
的
な
あ
り
方
、
対
話
的
な
空
間
が
、
晴
留
屋
に
実
現
し
て

い
た
点
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
晴
留
屋
で
は
常
に
子
ど
も
の
変
化
や
成

長
、
親
子
関
係
の
あ
り
方
が
念
頭
に
お
か
れ
、
ど
の
子
に
対
し
て
も
受
容

的
で
、
子
ど
も

(
と
親)

に
と
っ
て
安
心
で
き
、
相
互
に
信
頼
で
き
る
状

況
に
あ
る
。
ま
た
非
強
制
的
・
非
統
制
的
な
あ
り
方
と
は
、
必
ず
し
も
サ
ー

ク
ル
活
動
へ
の
参
加
が
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
、
振
り
付
け
は
決
ま
っ
て
い

る
も
の
の
踊
り
方
が
厳
し
く
指
導
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
手
を
挙
げ
る
角

度
が
多
少
違
っ
て
い
て
も
、
右
タ
ー
ン
の
と
こ
ろ
左
タ
ー
ン
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
も
よ
し
と
さ
れ
、
本
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
い
と
感
じ
な
が

ら
踊
る
こ
と
が
大
事
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
出
来
事
を
通
じ
て
サ
ー
ク
ル
活
動
の
セ
ラ
ピ
ー
的
・
教
育
的
な
機

能
と
そ
の
意
義
深
さ
を
認
識
し
た
親
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
社
会
に

も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
親
子
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
自
分
達
が
そ
の

支
援
役
を
担
え
る
と
い
う
確
信
を
持
っ
た
。
そ
し
て
結
成
か
ら
約
一
年
後
、

晴
留
屋
は
、
三
名
の
母
親
が
運
営
主
体
と
な
っ
た
市
民
活
動
団
体

(

法
人

格
の
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ)

と
し
て
地
域
社
会
へ
と
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

３
�２

内
輪
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
か
ら
地
域
の
舞
踊
セ
ラ
ピ
ー
集
団
へ

内
輪
の
活
動
を
社
会
的
活
動
へ
と
成
長
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
活
動
目
的

と
方
針
の
明
確
化
、
サ
ー
ク
ル
の
存
在
と
活
動
内
容
に
認
知
と
理
解
を
得

て
、
人
と
資
金
を
集
め
る
渉
外
活
動
の
た
め
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
。

当
初
の
〈
親
子
の
絆
を
深
め
る
〉
と
い
う
目
的
に
加
え
、
踊
り
を
通
し

た
子
ど
も
の
成
長
の
支
援
、
親
子
関
係
や
子
育
て
に
つ
い
て
の
育
児
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
活
動
内
容
を
説

明
的
に
表
す
名
称
が
必
要
と
な
り
、
一
人
の
メ
ン
バ
ー
が

｢

ア
ー
ト
／
ダ

ン
ス
セ
ラ
ピ
ー｣

と
い
う
概
念
に
行
き
当
た
っ
た
。
し
か
し
既
に
確
立
さ

れ
て
い
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
技
法
や
名
称
に
抵
触
せ
ぬ
よ
う
オ
リ
ジ
ナ

ル
の

｢

舞
踊
セ
ラ
ピ
ー｣

が
考
案
さ
れ
た
。
聞
き
慣
れ
な
い
名
前
に
は
人

目
を
引
く
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
こ
の
命
名
行
為

に
よ
っ
て
、
自
分
達
の
活
動
が
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
類
す
る
も
の
と
自
己

定
義
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
地
方
自
治
体

(

市)

の
助
成
金
、
会
員
を
集
め
る
に
は
多
少
と
も

信
用
さ
れ
る
た
め
の
材
料
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
代
表
者
の
み
民
間
の

絵
画
中
心
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
、
子
ど
も
の
コ
ー
チ
ン
グ
、
育
児
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
関
す
る
認
定
資
格
を
半
年
の
通
信
講
座
で
取

得
し
た
。
こ
こ
に
は
ま
た
、｢

セ
ラ
ピ
ー｣

と
冠
し
た
活
動
で
、
教
育
支

援
や
育
児
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
提
供
す
る
際
、
全
く
の
経
験
だ
け
を
頼
り

に
す
る
の
は
危
惧
さ
れ
る
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
。
で
は
こ
の
資
格
が
現

場
で
ど
れ
ほ
ど
活
か
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
テ
キ
ス
ト
を
多
少
参
考
に
す
る

程
度
で
、
実
践
は
中
心
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
話
し
合
い
に
基
づ
く
。
二
回
目

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
他
の
四
人
の
メ
ン
バ
ー
に
同
様
の
資
格
が
あ
っ
た
ほ

う
が
い
い
か
尋
ね
る
と
、〈
資
格
は
不
要
で
、
検
討
し
て
い
な
い
〉
と
躊

躇
の
な
い
回
答
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
代
表
が
取
得
し
た
資
格
は
、
活
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動
を
進
め
る
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

一
年
の
経
験
と
さ
ら
な
る
実
践
を
も
と
に
、｢

晴
留
屋
メ
ソ
ッ
ド｣

が
確

立
さ
れ
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
〈
晴
留
屋
メ
ソ
ッ
ド
〉
に
は
、｢

教
育｣

が
〈
集
団
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
を

｢

教
え
る｣

〉
と

〈
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
を

｢

育
む｣

〉
に

分
け
ら
れ
、｢

教
え
る｣
偏
重
に
な
ら
な
い
よ
う
晴
留
屋
が
〈｢

育
む｣

お

手
伝
い
を
す
る
〉
と
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
小
牧
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
晴
留
屋
の
展
開
は
、
一
方
に
、
整
っ
た
条
件
の
な
か
で
意

図
せ
ず
発
現
し
た
ア
ー
ト

(

踊
り)

の
セ
ラ
ピ
ー
的
機
能
と
そ
れ
へ
の
気

づ
き
が
あ
り
、
他
方
に
、
い
ま
だ
牽
引
的

(
権
威
的)

な
資
格
は
確
立
せ

ず
種
々
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
林
立
し
、｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー｣

が
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
認
知
度
を
高
め
つ
つ
あ
る
と
い
う

社
会
状
況
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
内
と
外
と
が
見
事
に
呼
応
し
た
現
象

と
い
え
る
。
そ
こ
に

｢

舞
踊
セ
ラ
ピ
ー｣

｢

晴
留
屋
メ
ソ
ッ
ド｣
と
い
っ

た
耳
目
を
引
く
名
称
を
用
い
る
こ
と
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
、
あ
る
意
味

戦
略
的
に
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
見
た
の
で
は
晴
留
屋

の
姿
は
捉
え
き
れ
な
い
。
地
域
と
の
関
係
、
他
者
と
の
関
係
と
い
う
別
の

軸
が
重
要
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
踊
り
と
音
楽
に
は
小
牧
を
代
表
す
る

小
牧
城
と
織
田
信
長
、
そ
し
て
小
牧
発
祥
の
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
と
い
う
わ

か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
地
元
の
ア
イ
テ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
り
、｢

町

お
こ
し
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス｣

を
企
画
し
て
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
創
作
し
た
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
そ
の
着
ぐ
る
み
を
作
っ
た

り
し
、
地
元
を
盛
り
上
げ
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
む
活
動
と
セ
ラ
ピ
ー
活

動
を
連
動
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
親
子
が
晴
留
屋

を
経
由
し
て
地
域
社
会
に
も
接
続
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
晴
留
屋
の
活
動

を
地
域
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

３
�３

調
査
時
の
活
動
内
容
と
運
営
状
況

二
〇
〇
九
年
秋
か
ら
始
ま
っ
た
晴
留
屋
と
し
て
の
活
動
は
継
続
的
に
展

開
し
、
二
〇
一
三
年
夏
時
点
で
は
、
週
二
回
、
市
の
施
設
を
借
り
ワ
ー
ク

(

練
習)

を
行
な
い
、
年
数
回
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、
月
一
回
の
各

種
福
祉
施
設
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
入
所
者
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
は
、
春
日
井
市
の
障
が
い
児
入
所
施
設

で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
月
一
回
の
定
期
講
座
を
担
当
し
て
い

る
。
会
員
は
徐
々
に
増
え
、
親
子
合
わ
せ
二
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と

ん
ど
が
口
コ
ミ
、
あ
る
い
は
イ
ベ
ン
ト
で
の
踊
り
や
メ
ン
バ
ー
達
の
楽
し

そ
う
な
雰
囲
気
、
敷
居
の
低
さ
を
感
じ
入
会
し
て
い
る
。
障
が
い
の
有
無

や
問
題
の
有
無
に
関
わ
り
な
く
誰
で
も
受
け
入
れ
る
。
月
会
費
は
一
人
五

〇
〇
円
で
、
こ
の
金
額
は
母
子
家
庭
な
ど
経
済
的
に
困
難
な
家
庭
の
親
子

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
。

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
晴
留
屋
に
充
て
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
代
表
が
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
辞
め
晴
留
屋
の
活
動
に
専
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念
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る
案
も
浮
上
し
た
。
し
か
し
晴
留
屋

は
地
域
貢
献
を
出
発
点
と
し
た
市
民
活
動
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
ま
た

収
入
源
と
な
る
月
会
費
を
五
〇
〇
円
以
上
に
し
な
い
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い

方
針
か
ら
、
こ
の
案
に
検
討
の
余
地
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
生
計
は
別

に
立
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
活
動
に
従
事
す
る
道
が
選
択
さ
れ
た
。

月
会
費
五
〇
〇
円
は
ほ
ぼ
場
所
代
に
充
て
ら
れ
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
報
酬

も
捻
出
で
き
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
〈
子
ど
も
達
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加
者
の
笑
顔
が
報
酬
で
す
〉
と
ど
の
メ
ン
バ
ー
も
納
得
し
て
い
る
。

金
銭
に
換
算
で
き
な
い
悦
び
や
充
実
感
、
他
者
か
ら
の
感
謝
、
承
認
な
ど

が
得
ら
れ
る
点
で
、
金
銭
的
見
返
り
を
求
め
な
い
非
営
利
活
動
は
ア
ー
ト

セ
ラ
ピ
ー
活
動
と
し
て
も
理
に
適
っ
た
一
つ
の
あ
り
方
と
い
え
る
。
但
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
晴
留
屋
で
は
活
動
に
関
す
る
通
信
費
、
施
設
訪

問
の
際
の
交
通
費

(

引
率
費)

も
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
自
己
負
担
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
実
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
全
額
自
己
弁
償
か
ら
、
労
働
対

価
と
し
て
報
酬
を
受
け
取
る
も
の
ま
で
幅
が
あ
り
、
個
人
や
集
団
と
し
て

ど
こ
で
合
意
し
つ
つ
活
動
す
る
か
は
任
意
で
あ
る(

�)

。
晴
留
屋
の
場
合
、

運
営
メ
ン
バ
ー
自
身
も
支
援
さ
れ
る
べ
き
当
事
者
で
あ
る
こ
と
が
、
活
動

の
求
心
力
、
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
必
要
経
費
の
自

己
負
担
が
大
き
く
な
れ
ば
活
動
を
持
続
さ
せ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

る
、
負
担
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
活
動
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
可

能
性
が
あ
り
改
善
す
べ
き
課
題
と
い
え
る
。

ま
た
、
市
か
ら
の
助
成
金
は
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
関
連
費
や
着
ぐ
る
み

の
制
作
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
助
成
金
は
新
た
な
企
画
に

は
出
る
が
継
続
的
な
内
容
の
活
動
に
は
出
な
い
。
晴
留
屋
は
基
本
的
に
同

じ
姿
勢
で
同
じ
内
容
を
継
続
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
現
在
、

助
成
金
頼
み
の
活
動
態
勢
は
取
っ
て
い
な
い
。

３
�４

ワ
ー
ク
の
進
め
方

次
に
実
際
の
ワ
ー
ク
の
進
め
方
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
一
回
の
ワ
ー

ク
は
約
二
時
間
で
一
〇
分
ほ
ど
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
あ
り
、
そ
の

後
は
途
中
の
休
憩
を
狭
ん
で
い
く
つ
か
の
演
目
を
ほ
ぼ
休
み
な
く
踊
り
続

け
る
。
出
来
具
合
に
よ
っ
て
部
分
的
に
繰
り
返
し
た
り
、
演
目
に
よ
っ
て

選
抜
メ
ン
バ
ー
の
み
が
踊
っ
た
り
す
る
。
実
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
全
て
振
り
付
け
が
決
ま
っ
て
お
り
、
ダ
ン
ス
セ
ラ
ピ
ー
で

多
く
行
わ
れ
る
参
加
者
の
自
発
的
な
動
作
表
現
や
即
興
的
な
表
現
、
ま
た

そ
の
表
現
に
つ
い
て
の
言
語
化
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
は
な
さ
れ
な
い
。
し

か
し
、
踊
り
へ
の
意
欲
や
姿
勢
、
表
情
な
ど
が
中
心
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て

観
察
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
の
間
で
共
有
さ
れ
る
。
こ
れ
は
各
施
設
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
同
じ
で
あ
る
。

で
は
他
者
の
子
ど
も
を
育
み
、
そ
の
親
に
対
し
て
育
児
支
援
を
行
う
た

め
の
態
勢
、
方
法
は
ど
う
か
。
間
口
を
拡
げ
た
分
様
々
な
子
ど
も
が
来
る
。

や
は
り
中
心
メ
ン
バ
ー
が
相
補
的
に
時
間
を
か
け
て
、
一
人
一
人
に
つ
い

て
性
格
や
心
身
状
態
、
自
信
や
や
る
気
の
程
度
、
親
子
関
係
、
他
者
関
係

の
あ
り
方
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
を
追
っ
て
い
く
。
代
表
い
わ
く
〈
信
頼
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関
係
を
築
く
に
は
一
年
か
か
る
。
そ
れ
を
経
な
が
ら
子
ど
も
が

｢

本
音｣

を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
の
を
待
つ
〉
と
い
う
。
定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
は
行
わ
な
い
が
、
懸
念
さ
れ
る
様
子
や
変
化
が
見
ら
れ
た
際
は
、
代
表

が
そ
の
子
の
親

(
母)

に
対
し
自
然
な
会
話
の
中
で
声
を
か
け
、
必
要
な

場
合
は
親
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
。
し
か
し
そ
れ
は
話
を
聞
く
こ
と

が
基
本
で
、
狭
義
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
よ
う
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
計
画
は
な
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
れ
ら
は
求
め
ら
れ
て
い
な

い
。
晴
留
屋
の
育
児
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
実
際
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
け
を

行
な
い
、
ど
の
程
度
問
題
に
踏
み
込
む
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
親
の
抱
え

る
問
題
や
悩
み
が
共
感
的
に
聞
か
れ
、
親
と
子
が
気
に
か
け
ら
れ
、
見
守

ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
が
得
ら
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
週
二
回
の
ワ
ー
ク
の
う
ち
一
回
は
、
人
と
交
わ
る
の
が
難
し
い

子
や
、
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
子
な
ど
、
個
別
に
対
応
が
必
要

な
ケ
ー
ス
に
充
て
ら
れ
る(

�)

。
時
々
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、
そ
の
子
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
の
参
考
に
す
る
が
、
表
現
さ
れ
た
も
の
を
分
析
し

た
り
把
握
し
た
こ
と
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
や
が
て
集
団
の
場

に
入
っ
て
行
く
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
全
体
ワ
ー
ク
へ
と
参
加
さ
せ
る
。

３
�５

ま
と
め

舞
踊
セ
ラ
ピ
ー
集
団
・
晴
留
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
見
る
の
は
、

内
的
に
発
現
し
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
的
機
能
が
、
育
児
支
援
と
い
う
領
域

で
、
自
分
達
の
持
て
る
知
や
技
術
、
キ
ャ
リ
ア
、
地
域
の
人
や
モ
ノ
・
コ

ト
と
結
び
つ
き
、
そ
し
て
現
場
に
即
し
て
活
動
方
針
や
ル
ー
ル
が
決
定
さ

れ
な
が
ら
展
開
す
る
、
自
律
的
な
姿
で
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
機
能
の
内
発
と
自
律
的
な
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
事
例

ご
と
に
中
身
や
方
向
性
は
異
な
る
も
の
の
、
複
数
の
事
例
に
お
い
て
も
直

接
発
生
し
て
い
る
。

確
か
に
絵
を
描
く
、
音
楽
を
奏
で
る
、
踊
る
、
あ
る
い
は
も
っ
と
原
初

的
な
表
現
行
為
、
創
造
行
為
が
本
来
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
な
機
能
を
持
っ

て
い
る
以
上
、
個
人
に
お
い
て
も
集
団
に
お
い
て
も
場
所
や
時
代
を
問
わ

ず
こ
の
機
能
は
発
現
す
る

こ
れ
は
何
ら
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
心
理
療
法
と
い
う
枠
組

を
外
し
た
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
、
よ
り
は
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
の
で
あ

る
。さ

ら
に
こ
こ
で
の
眼
目
は
、
現
代
社
会
で
は
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
・

能
力
開
発
と
多
領
域
に
わ
た
る
現
場
で
内
発
し
た
表
現
行
為
の
セ
ラ
ピ
ー

的
機
能
が
そ
れ
と
し
て
認
識
さ
れ
、
さ
ら
に
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
沿
っ

て
自
由
か
つ
自
律
的
に
活
用
さ
れ
、
人
間
の
生
活
力
・
生
命
力
の
維
持
と

向
上
に
活
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

４

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
今
後
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
デ
ー
タ
と
先
行
す
る
Ｋ
調
査
の
デ
ー

タ
と
を
比
較
分
析
し
、
具
体
的
な
活
動
事
例
に
も
当
た
り
な
が
ら
市
井
の
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ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
の
現
状
と
特
性
を
考
察
し
た
。
本
章
で
は
、
こ
れ

ら
を
も
と
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
再
分
類
を
試
み
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
な

ら
び
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
新
し
い
捉
え
方
を
提
案
し
た
い
。

４
�１

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
再
分
類

Ｋ
調
査
で
は
、
セ
ラ
ピ
ー
の
目
的
お
よ
び
目
標
と
す
る
効
果
を
基
準
に
、

｢

自
分
探
し
・
自
己
啓
発
系｣

｢
心
理
療
法
系｣

｢

リ
ハ
ビ
リ
系｣

｢

表
現
系｣

の
四
つ
の
系
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で

｢

療
育｣

や

｢

学
童
保
育
の
支
援｣

を
目
的
に
す
る
Ａ
Ｔ
と
出
会
い
、
そ
の
結
果
、
利

用
者

(

ク
ラ
イ
エ
ン
ト)

の
年
齢
を
加
味
し
た
分
類
が
必
要
に
な
っ
た
。

自
己
形
成
が
進
行
中
の
子
ど
も
に
対
す
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
、
大
人
を

主
た
る
対
象
と
し
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
比
べ
、
育
成
と
い
う
観
点
か
ら

教
育
的
機
能
と
自
我
の
発
達
に
対
す
る
評
価
が
強
く
意
識
さ
れ
た
実
践
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
心
身
の
発
達
段
階
が
成
人
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い

な
い
、
社
会
化
の
途
中
で
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
特
有
の
傾
向
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
四
分
類
で
は
、
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
も
の

は
各
系
に
紛
れ
込
ん
だ
状
態
に
な
り
、
一
八
歳
ま
で
の
児
童
全
般
の
育
成

支
援
や
情
操
教
育
的
支
援
、
発
達
障
害
児
の
育
成
支
援
の
要
素
が
見
落
と

さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
新
た
に

｢

発
育
支
援
系｣

を
加
え
た
五
つ
の
系
に
分
類
す
る

こ
と
が
よ
り
適
切
と
判
断
し
た

(

表
８)

。
こ
こ
に
は
障
が
い
の
有
無
に

関
係
な
く
全
て
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
る
た
め
、
発
達
障
害
児
支
援
の
意
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自己探知系

比較的健康度の高い成人を対象とし、気晴らし・ストレス解消・保養・癒し・自己解放・自
己発見・自己肯定などが主な目的である。自分の本当の気持ちや感情に気付き認めていく、
過去や現在の自分を肯定する、現在抱えている問題に向き合っていく、自分の性向・気質を
知る、QOLを向上させる、精神疾患を予防する、といったことが目指される。心理療法系
につながる場合もある｡

心理療法系

専門的な診断と治療の必要な人、すなわち具体的に行動面や社会生活に問題が生じている
人、また精神疾患と診断される（診断され得る）人が対象である。問題・症状の緩和や治療
の中心的あるいは補助的な手段として行われる。目指す内容として自己探知系と重なる部分
が多い。

リハビリ系

脳機能障がいの人を対象に機能回復、症状の進行抑制・緩和・安定などを行うことが主な目
的である｡高齢者を対象にした認知症の予防、認知症の進行抑制・緩和・安定も含まれる。
ADLや言語機能の向上、障がいの自己受容を目的に作業療法士が主導するリハビリテーショ
ンを補助する、あるいは牽引するものとして活用する｡心理面にも関わるが､ 基本的に心理
療法とは異なる｡

表 現 系

知的障がいや精神障がいのために通常のコミュニケーションや社会生活が困難な人､ あるい
はそれらの症状の表れとして内発的に表現活動を行なう人を対象とする。非言語的な表現行
為によって外部世界と接触・交流ができたり､ 充実した時間を過ごすことができたりするこ
とで､ QOLを向上させることが主な目的である｡ その結果としての制作物がアート市場に
出る可能性が最も高い｡
心理面にも関わるが､基本的に心理療法とは異なる｡

発育支援系

発達段階にある子ども・若者を対象とする。遊びの要素のある自由な表現を通して、抑圧か
らの解放・自己表現の促進、自分に自信を持たせる、自己肯定感を高めるなどが主な目的で
ある。
種々の障がい児に対しては、社会的自立、QOL の向上を目的とする「療育」の一手段とな
る。非言語的な表現方法の獲得や発語・発話能力の開発などを目指す。
心理療法につながる場合もあるが､ 基本的に心理療法とは異なる｡
いずれにも子育て支援の要素が含まれる。

表８ アートセラピーの５分類
※ ｢アートセラピーの４系統｣ [石原2012] (KIHS報告書28頁) を改訂



味
合
い
が
強
い

｢

発
達
支
援｣

で
は
な
く
、｢

発
育
支
援｣

と
い
う
名
称

を
用
い
た
。

次
に
、
Ｋ
調
査
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た

｢

自
分
探
し
・
自
己
啓
発
系｣

と
い
う
呼
称
を

｢
自
己
探
知
系｣

と
改
称
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
旧
称
で

は
こ
の
系
統
の
全
体
像
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
旧
称
は
様
々

な
文
脈

過
去
に
社
会
問
題
化
し
た
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
等

に
お

い
て
使
わ
れ
既
に
何
ら
か
の
評
価
を
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、

内
実
を
客
観
的
か
つ
価
値
中
立
的
に
指
示
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
問

題
を
避
け
る
た
め
、
新
た
な
名
称
は
聞
き
慣
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
が
、

既
存
の
概
念
と
は
異
な
る
も
の
を
採
用
し
た(
�)

。

五
つ
の
系
に
分
類
し
た
こ
と
で
、
市
井
で
の
活
動
を
含
め
、
現
代
日
本

社
会
に
お
い
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
分
野
も

は
っ
き
り
と
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
実
践
さ
れ
て
い
る
社
会
環
境
や
依

拠
す
る
社
会
制
度
に
応
じ
て
、｢

保
健
・
医
療｣

｢

福
祉｣

｢
教
育｣

｢

能
力

開
発｣

と
い
う
四
つ
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
�２

地
域
福
祉
を
支
え
る

｢

社
会
起
業
家｣

と
し
て
の
Ａ
Ｔ

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
分
類
に

｢

発
育
支
援
系｣

と
い
う
新
た
な
系
を
立

て
る
こ
と
で
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
子
育
て
支
援

子
ど
も
・
若
者

の
育
成
支
援
、
発
達
障
が
い
児
支
援
、
学
童
保
育
や
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
育
成

の
充
実
化
に
貢
献
す
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
意
義
が
よ

り
明
確
に
な
っ
た
。
地
域
に
お
け
る
教
育

(

子
育
て)

の
現
場
に
Ａ
Ｔ
と

し
て
参
入
す
る
こ
と
は
、
行
政
が
担
っ
て
き
た
公
共
領
域
の
サ
ー
ビ
ス
を

補
完
す
る
新
し
い
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
確
か

に
回
答
し
た
Ａ
Ｔ
の
ほ
と
ん
ど
は
別
の
生
業
を
持
ち
、
副
業
と
し
て
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
副
業
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
活

動
は
地
域
福
祉
を
支
え
る

｢

社
会
起
業
家｣

の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
市
井
の
Ａ
Ｔ
の
社
会
起
業
的
動
向
は

｢

発
育
支
援
系｣

だ

け
で
な
く
、｢

自
己
探
知
系｣

や

｢

リ
ハ
ビ
リ
系｣

｢

表
現
系｣

で
も
確
認

で
き
る
。
例
え
ば

｢

自
己
探
知
系｣

で
見
る
と
、
芸
術
活
動
を
本
業
と
し

て
い
る
Ａ
Ｔ
は
地
域
社
会
で
ア
ト
リ
エ
や
工
房
を
営
ん
で
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
こ
は
作
品
制
作
の
場
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
人
々
が
行

き
交
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、｢

表
現
系｣

で
は
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト

(

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト)

等
の
芸

術
運
動
や
エ
イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
等
の
障
が
い
者
の
芸
術
活
動
を
正
当
に
評

価
し
よ
う
と
活
動
す
る
市
民
運
動
を
通
じ
て
、
知
的
障
が
い
者
や
自
閉
症

者
、
精
神
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
首
尾
よ
く
促
す
事
例
も
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
地
域
の
芸
術
家
と
共
同
し
て
、
地
域
住
民
や
参
加
者
を
巻
き
込
む

形
で
の
セ
ラ
ピ
ー
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
事
例
も
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
社
会
貢
献
に
お
い
て
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
専

業
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
経
済
的
自
立
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

経
営
面
で
試
行
錯
誤
の
最
中
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

活
動
が
今
後
さ
ら
に
進
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
持
続
可
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能
に
な
る
た
め
の
手
立
て
は
無
い
。
活
動
が
持
続
可
能
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
各
Ａ
Ｔ
が
模
索
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

４
�３

富
士
山
型
か
ら
連
山
型
へ

今
回
の
実
態
調
査
と
そ
の
結
果
の
分
析
に
よ
っ
て
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

が｢

保
健
・
医
療｣

｢
福
祉｣

｢

教
育｣

｢

能
力
開
発｣

と
い
う
四
つ
の
サ
ー

ビ
ス
分
野
に
お
い
て
個
々
に
内
発
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
活
動
内

容
が
各
分
野
の
目
的
、
環
境
、
諸
制
度
に
応
じ
て
編
成
さ
れ
つ
つ
自
律
的

に
展
開
し
て
い
る
姿
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

は
、
各
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
切
り
分
け
て
捉
え
な
い
限
り
、
そ
の
有
用
性
を

合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
が
了
解
で
き
る
。

例
え
ば
、｢

福
祉｣

で
は
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目

標
で
あ
り
、｢

教
育｣

で
は
子
ど
も
の
社
会
性
や
生
活
力
を
育
み
人
間
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
ま
た
、｢

能
力
開
発｣
で
は
ル
ー

テ
ィ
ン
・
ワ
ー
ク
や
固
定
化
し
た
環
境
の
中
で
疲
弊
し
た
大
人
の
創
造
力

や
楽
し
む
力
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、｢

福
祉｣

｢

教
育｣

｢

能
力
開
発｣

の
三
分
野
の
活

動
は

｢

セ
ラ
ピ
ー

(

治
療)｣

に
対
し
て

｢

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上｣

を
目
標
に

し
て
い
る
と
総
括
で
き
る
が
、
さ
ら
に
潜
在
化
し
た
人
間
力

(

ス
ト
レ
ン

グ
ス)

を
引
き
出
す
と
い
う
意
味
で
は

｢

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト｣

と
定
義
で

き
る
。
そ
し
て
今
回
見
出
さ
れ
た

｢

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト｣

と
い
う
定
義
を

活
用
し
、
こ
の
活
動
を
保
健
・
医
療
分
野
の｢

病
理
学
的(

p
ath

o
lo

g
ical)

ア
プ
ロ
ー
チ｣

と
区
別
す
る
た
め
に
、｢

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー

チ｣

と
し
て
概
念
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
る
ほ
ど
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
、
保
健
・
医
療
以
外
の
三
つ
の
分
野

に
お
い
て
も
、｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト｣

と
い
う
専
門
的
技
能
者
が
介
入

す
る
と
い
う
点
で
、
ま
た

｢

臨
床
的(

clin
ical)｣

介
入
に
よ
っ
て
何
ら

か
の
満
足
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
、
セ
ラ
ピ
ー

(

療
法)

と
呼
び
う
る
。

し
か
し
、
保
健
・
医
療
と
そ
の
他
の
三
分
野
で
は
達
成
す
べ
き
目
標
が
大

き
く
異
な
る
以
上
、
実
践
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
も
大
き
く
異
な
っ
て

く
る
。
す
な
わ
ち
四
分
野
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
呼
称
は
同
じ
で
あ
っ
て

も
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
適
切
な
語
句
ま
た
は
表
現
で
体
系
的
に
整
理
さ

れ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
同
床
異
夢
の
状
態
に
あ
る
。

こ
の
同
床
異
夢
状
態
を
自
覚
し
、
自
ら
の
活
動
が
病
理
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
で
な
い
た
め

｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー｣

と
称
す
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感

じ
る
Ａ
Ｔ
で
も
、
自
ら
の
活
動
を
対
外
的
に
認
知
・
理
解
し
て
も
ら
え
る

名
称
が
他
に
見
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
我
々

調
査
者
の
判
断
で
は
広
義
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
該
当
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
て
も
、
病
理
学
的
視
点
が
無
い
こ
と
を
理
由
に

｢

私
の
活
動
は
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん｣

と
否
定
す
る
活
動
家
も
散
見
さ
れ
る
。

つ
ま
り
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
誰
が
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
か
定
義
す
る

こ
と
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
混
沌
と
し
た
状
況
が
深
ま

る
こ
と
で
、
各
分
野
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
有
効
性
を
適
切
に
理
解
し
評

価
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
利
用
者
も
多
種
多
様
な
ア
ー
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ト
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
で
き
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
選
択
の

誤
り
か
ら
害
を
被
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

そ
の
た
め
、
利
用
者

(

消
費
者)

保
護
の
観
点
か
ら
、
利
用
者
が
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
よ
う
に
情
報
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
Ａ
Ｔ
自
身
が
利
用
者
に
対
し
て
、
自
分
の
能
力
を
位
置
づ
け
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
に
な
る
点
で
、
同
床
異
夢
状
態
を
早
急
に
解
消

す
べ
き
で
あ
る
。

利
用
者
に
提
供
す
る
情
報
を
体
系
化

す
る
に
は
、
ま
ず
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が

精
神
医
療
・
心
理
療
法
の
分
野
か
ら
出

発
し
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

(

精
神
保
健)

に
関
わ
る
隣
接
分
野
に
裾
野
を
拡
げ
て

き
た
と
い
う
一
元
的
な
発
展
図
式
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
心
理
療

法
と
し
て
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
正
統

な
も
の
と
し
て
頂
点
に
位
置
し
、
他
の

各
分
野
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
は
そ
の
傘

下
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

い
う
、
い
う
な
れ
ば
富
士
山
型
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
内
発
的
で
自
律
し
た

関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
む
ろ
ん
医
療
を
含
め
各
分
野
は
ア
ー

ト
の
セ
ラ
ピ
ー
的
な
機
能
を
共
有
し
て
い
る
点
と
臨
床
的(

clin
ical)

で

あ
る
点
で
通
底
し
て
お
り
、
ま
た
複
数
の
領
域
に
ま
た
が
っ
た
活
動
内
容

も
あ
る
ゆ
え
に
相
補
的
で
も
あ
る
。
こ
の
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
発
性
・
自
律
性
を
考
慮
し
、
新
た
に
連
山
型
で
捉

え
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

そ
う
す
る
と
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
は
、
精

神
医
療
・
心
理
臨
床
の
領
域
で
確
立
さ
れ
た
心
理
療
法
と
し
て
の
ア
ー
ト

セ
ラ
ピ
ー
に
準
拠
さ
せ
て
捉
え
た
り
評
価
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と

が
明
瞭
に
な
る
。
確
か
に
評
価
に
つ
い
て
は
Ｋ
調
査
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

た(

�)

。
市
井
の
Ａ
Ｔ
は
心
理
学
的
に
は
専
門
性
が
低
く
て、
も、
現
場
に
応

じ
て
安
全
に
有
意
義
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
も
っ

と
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
富

士
山
型
の
構
図
で
捉
え
ら
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
心
理
療
法
と
し
て
の
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
が
前
提
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
い
う
時
、
そ

の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
し
て
の
実
態
に
沿
う
た
め
に
は
、
富
士
山
型
の
関

係
図
式
を
脱
却
し
て
各
分
野
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
連
山
型
で
捉
え
、
そ

れ
ぞ
れ
目
的
の
達
成
度
や
有
効
性
の
度
合
い
に
応
じ
た
適
切
な
評
価
尺
度

を
編
成
す
べ
き
で
あ
ろ
う

も
ち
ろ
ん
、
実
態
と
い
う
の
は
調
査
へ
の

協
力
を
得
ら
れ
た
Ａ
Ｔ
の
活
動
か
ら
の
推
定
で
あ
り
、
非
回
答
者
の
実
態

に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る

。
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４
�４

セ
ラ
ピ
ー
か
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
か

各
分
野
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
が
連
山
型
の
関
係
性
に
あ
る
と
し
て
も
、

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
基
盤
と
な
る
概
念
や
技
法
の
開
発
お
よ
び
普
及
に
お

い
て
は
、
精
神
病
理
学
の
知
見
と
心
理
療
法
と
し
て
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

が
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
、
他
分
野
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
。
ま
た
、
と
り
わ
け

｢

自
己
探
知
系｣

｢

発
育
支
援
系｣

は
心
理
療

法
へ
と
よ
り
太
く
接
続
し
て
お
り
、
保
健
・
医
療
分
野
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

の
知
識
と
技
術
を
常
に
意
識
し
参
照
し
て
い
る
。
３
章
で
見
た
活
動
事
例

で
も
、
対
外
的
な
信
用
を
得
る
た
め
に
、
保
健
・
医
療
分
野
の
知
識
が
あ

る
こ
と
を
資
格
か
ら
証
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
現
場
で

は
、
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
な
い
利
用
者
と
出
会
っ
た
場
合
に
は
そ
の
状

況
を
速
や
か
に
判
断
し
、
精
神
科
医
や
各
専
門
家
に
問
い
合
わ
せ
る
、
あ

る
い
は
紹
介
す
る
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
保
健
・

医
療
分
野
と
の
連
携
は
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
連
携
の
際
に
重
要
に
な

る
こ
と
は
、
病
理
学
的
な｢

治
療｣

を
目
的
と
し
な
い
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活

動
が
日
常
の
現
場
に
即
し
た
自
律
的
な
あ
り
方
、
つ
ま
り
固
有
性
を
維
持

す
る
た
め
に
、
保
健
・
医
療
分
野
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
ど
の
よ
う
に
距

離
を
保
つ
か
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
保
健
・
医
療
と
異
な
る
、
疫
学
的
な

｢

予
防｣

や
病
理
学

的
な

｢

治
療｣

を
目
的
と
し
な
い
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
の
特
徴
を
際
立

た
せ
、
そ
の
あ
り
方
を
明
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
う
す
る

と
、
も
は
や

｢

治
療
で、
な、
い、｣

と
い
っ
た
否
定
形
で
の
説
明
や

｢

ア
ー
ト

セ
ラ
ピ
ー
的
な
／
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
類
す
る
活
動｣

と
い
っ
た
亜
種
的

な
呼
び
方
は
手
放
す
べ
き
で
、
そ
の
代
わ
り
に
、
先
ほ
ど
示
し
た

｢

エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト｣

が
よ
り
適
切
な
定
義
で
あ
る
と
し
て
改
め
て
提
案
し
た
い
。

こ
の
概
念
の
適
性
さ
は
、
例
え
ば
心
理
相
談
・
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
有
無
や
方
法
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
表
現
プ
ロ
セ
ス
や
表
現
さ
れ
た
も
の

の
取
り
扱
い
方
等
に
見
出
さ
れ
る
Ａ
Ｔ
と
利
用
者
の
関
係
性
か
ら
測
り
得

る
。
病
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
、
心

理
判
定
、
治
療
計
画
、
カ
ル
テ
の
作
成
、
制
作
物
の
秘
匿
等
が
原
則
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
う
し
た
原
則
を
持
た
ず
、
で
き
る
か
ぎ
り
自
由
な

活
動
を
保
障
し
、
日
々
の
表
現
活
動
か
ら
利
用
者
の
中
に

｢

や
り
が
い｣

｢

生
き
が
い｣

｢

楽
し
み｣

｢

自
分
ら
し
さ｣

な
ど
が
醸
成
さ
れ
自
然
治
癒

力
・
潜
在
力
が
発
現
す
る
の
を
待
つ
場
合
や
、
作
品
を
公
開
す
る
こ
と
で

第
三
者
か
ら
の
評
価
や
反
応
を
得
る
こ
と
を
自
信
に
繋
げ
て
い
く
場
合
、

そ
れ
ら
は
典
型
的
な
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
あ

り
方
を
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
対
し

｢

ア
ー
ト
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト｣

と
呼

ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の

｢

病
理
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ｣

と

｢

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ｣

と
し
て
区
別
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
呼
称
が
適
切
か
は
Ａ
Ｔ
自
身
の
自
己
決
定
に
委

ね
た
い
。
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①立場・資格､ ②アートセラピー活動の背景・内容

#5

女
(34)
1 年

①子どもアート療法士､ラジオパーソナリティ｡ 現在は市の学童保育児童指導員として勤務｡
②仕事で関わる子ども達のコミュニケーション能力の低下に危機感を覚え､ 思い切り自分を出せる場､
隠れた面や能力が発揮できる場を提供したいと､ 農体験や自然での遊びと絵画･造形遊びを組み合わ
せたWSを月１開催｡ AT関連資格は通学 4回､ 通信 2 回で取得､ 養成機関に年会費を納めてノウハ
ウや資料を活用する｡ 親子への具体的な関わり方は学童の現場や研修で学ぶ｡ 表現の分析にこだわら
ず､ 子どもの自尊心を養えるよう保護者へ声がけに努める｡ 但し特に気になる表現の場合は､ 生活の
様子などを伺いその旨を伝える｡ 現在 3年目に入りリピーターも定着｡
近い将来､ アートセラピーを主軸に学区を越えた学童保育機関を会社組織として設立予定｡

#6

男
(80)
30年
★

①発達支援の社団法人理事長､ 言葉の音楽療法学会・研究所主宰｡ 音楽療法士､元小中学校教諭｡
②学校の授業現場で､ 音楽が発語を促すことを発見｡ 最後の８年は小学校の特別支援学級を担当し､
発語教育を目的とした独自のメソッドを確立した｡ 退職後､ 発語音楽療法の研究所を設立､ 発音･発
語困難な子どもを対象に言葉の音楽療法を実践｡ また数や時間､ お金等の様々な概念も教育し､ 社会
生活的に必要スキルも指導する｡ いわゆる音楽療法の枠を超えた療育の手段と見なせる｡ リハビリ的
な (時に苦痛を伴う) 言語訓練等では成果が出にくい子どもでもほぼ確実に進歩が見られる｡ メソッ
ドの習得･実践には高い演奏技術等が不要で､ 保育士や支援者､ 当事者の親なども担い手となり得る｡
学会組織を立ち上げ､ 全国で後進育成に当たっている｡ 生計は年金で賄う｡

#8

女
(54)
5 年
★

①薬局代表､ 薬剤師｡ 子どものアトリエ主宰｡ チャイルドアートカウンセラー､ 色彩心理カウンセ
ラー｡ ②AT自身のアトピーとの苦しい付き合いや西洋医学の限界の実感から､ 疾患の背景に精神的
問題があると考え､ 自分の心の問題に取り組む｡ アート好きもあり色彩心理を学ぶ｡ 児童期のある体
験が抑圧的に作用しアトピーとして表れることに気づき､ それを認めて以来再発せず｡ 色彩心理と漢
方の陰陽五行が ATの中で繋がり､ 心身一如という漢方の考え方とも合致することから､ 薬局で (希
望者に) アート療法を提供し､ 心と体の両面から患者をケアする｡ 並行し子どもの造形教室､ 漢方と
アートセラピーの研究会・講座を各々月 1�２開催｡
薬局の仕事は人に任せ､自分はアート療法の実施や普及に専念していきたい気持ちが強い｡

#11

女
(59)
20年
★

①福祉レクリエーション･ワーカー､ 社会体育指導員､ 初級介護人､ ミュージカル劇団主宰｡
②在学中21歳で劇団を立ち上げ､ ステージ活動｡ 団員がどんどん肯定的に変化していく姿に､ ミュー
ジカルの力を感じる｡ スタジオを数カ所経営していたが阪神淡路大震災で閉鎖､ 福祉施設で介護やレ
クリエーション活動を開始｡ 特養でパート勤務しつつ関連資格を取得､ レクリエーションとセラピー
を組み合わせた活動が増えていく｡ スポーツ／文化センターでは体操やエアロビ､ 創作芝居 (生徒自
身のことを物語化する) の講師を務める｡
セラピー的アプローチ重視の旨を伝え､ 生徒は理解した上で受講｡ 但しセラピー性を前面に出さ
ず､ ステージワークやレクリエーションとしての枠組にセラピー要素を組み込む｡ アートセラピーで
の利益は全く考えていない｡

#12

女
(56)
21年
★

①NPO法人･株式会社代表｡ 画家､ 染織家｡ 学校心理士､ ガイダンスカウンセラー､ アートセラピス
ト｡ ②中学の美術教師であったが学校の教育制度が合わず､ 出産を機に退職､ 自宅で作家活動・絵画
教室活動を開始｡ 自由に描くこと､ 語らうことが行われ､ アートセラピーが意図せずなされていた｡
その実績が積み重なり､ 周囲からの要請と協力のもと NPO法人を設立｡ 幅広い年齢層を対象者に､
保健福祉や教育､ 企業など多岐の領域で活動｡ 現在週 5でスクールカウンセラーとして問題を抱える
生徒の相談､ カウンセリング活動を行なう｡
近年､ これまで独自に追究し､ 構築してきたアートセラピーの手法をより多くの人に伝え､ 後身を
育成することに力を注ぐ｡ 法人運営を補うため株式会社も設立｡ 依然として資金繰りは困難なため自
己借金で補填しつつ､ 活動に意義を見出しており継続中｡

別表 事例調査の内容 (10／27件)
＊1 情報はアンケート調査で回答してもらった2012年度に関する内容に基づく｡ 但し本稿執筆
にあたって調査内容掲載の許可を得る際､ 近況についても聞き､ その内容を反映させている｡
＊2 ★印はワークショップ (WS)､ セッション､ 教室の参与観察を行った事例｡
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#16

男
(65)
20年
★

①アート教室主宰｡ 画家､ Therapy Artist｡ 元経営コンサルタント､ 元心理カウンセラー｡
②心の赴くままアクリル絵の具で描く独自のスタイルの画家で､ アート教室も主宰｡ 一方､ プロセス
指向心理学をベースとした心理カウンセラーとしても活動｡ やがて両活動の内容が融合する｡ その手
法がプロセス指向心理学の創始者Ａ･ミンデル博士から評価を受け､ 彼の助言のもと独自の心理学的
なアートセラピーの体系を構築｡ 自宅､ 文化センター､ カルチャー・スクールで大人・子ども対象に
教室を開講｡ 2hで描画､ 作品から心的状態を読解｡ 大人の場合､ 多くがさらにカウンセリングへと
展開する｡ その他､ 児童養護福祉施設で絵画教室を担当｡ 最近は､ 音楽セラピーを体系に組み入れる
試みも行う｡
アートセラピーの本質がぶれないようにすれば､ セラピストとは違う経営感覚で収益化を図ること
は可能であり､ アートセラピーがまだまだ未開拓の領域で専有化されていないからこそ､ 面白いこと
が自由な形でできるとする｡

#17

女
(59)
20年
★

①有限会社代表｡ アートセラピスト｡
②1980年代末画廊に就職し､ 絵を見る・描くことの癒し効果に興味を持ち ｢明るく有意義な人生を送
るための指針としてのアートセラピー｣を目指す｡ 当時そうしたアートセラピーを学ぶ機関・教材は
なく､ また理解や支援を得るのも難しい状況であったため､ 手探りで無料講座を行いながら独自のプ
ログラム､ 分析方法､ さらに養成課程を構築した｡ 社会で働く人・働ける人＝心の自己コントロール
ができる状態の人を基本的な対象とし､ 主に企業向けセミナーを実施｡ 分析では､ 否定的なことも相
手を見て軽快に指摘する｡ 具体的な行動を提言することもある｡ 近年はとくに女性の支援に力を注ぐ｡
2004年に会社設立｡ 社員時代に築いた人脈や企業人のネットワーク組織などを通じ営業活動を行う
が､ 生計はアートセラピー的視点に立ったデザイン・企画・設計や絵画制作などの副業で賄う｡

#23

女
(44)
5 年
★

①写真家､ フォトセラピスト｡ 元ブライダルカメラマン｡
②ATが個人的に撮影･現像する中で閉塞感を脱する出来事があり､ 写真の治癒的効果を実体験する｡
勤務のかたわらフォト／アートセラピー､ 心理学､ カウンセリングを学ぶ｡ 撮影に重きを置いたWS

を月 1�2 回開催､ また随時開講受付｡ 心や感情の赴くまま被写体を選び自由に撮影したものには内
面が表出しており､ それらについて､ セラピストや参加者たちとシェアリングする｡ また撮影自体､
自己の外へ意識を向かわせ外界から刺激を得させ､ セラピー的な効果がある｡ 参加者は､ フォト教室
の生徒やカメラ好きの人､ トイカメラに興味がある人が中心であるが､ 2014年後半にはセラピー目的
で受講する人も出てきている｡

#24

女
(44)
6 年

①陶芸家､ 陶芸講師､ アーツセラピーコーディネーター｡
②東京の美大卒業後､ 陶芸家に弟子入りし教室の手伝いをする中､ 障害者施設で共に指導する機会を
得る｡ この経験から､ 帰郷後も作陶をしつつ､ セラピー効果を意識した陶芸教室や陶芸セラピーを開
講｡ これは陶窯が地域に迷惑や危険を及ぼし得る分､ 地域社会への貢献としてお返したいという思
いも含む｡
陶芸は退行しやすいことを踏まえ､ 対象者の状態・目的に応じ年間でスケジュールを立て､ 内容を
決める｡ 芸術性を意識させぬよう注意し､ 作陶技術は必要な時のみ伝授｡ その時々の気持ちが解放さ
れるよう自由な場の形成・維持に務める｡ 老人保健施設､ 精神科病院デイケア(通所)でも実施｡ 現在
の資格では心理相談／カウンセリングは無理と考え､ 各施設の専門家と相談・連携してWSを開催｡

#27

男
(50)
2 年
★

①NPO法人代表｡ 専門学校非常勤講師｡
②勤務中の転落事故で高次脳機能障害を負い､ 失業と再就職の困難さに直面し､ 障がい者としての自
分を容認できずうつ症状に陥る｡ パステル･シャイン･アートを偶然体験し､ その後自宅で描いている
うちに社会復帰できる状態まで快復する｡ この経験から障害者･元うつ病患者として他者を支援した
い､ と同時に､ 自身も自立したいと考え組織を立ち上げる｡ パステルより手軽で安全なチョーク画を
考案し月 1�2 回､ 児童～大人を対象にWSを開催､ 学校や各福祉施設にも出張する｡ 実践は自己の
経験にのみ基づいており､ セラピスト､ カウンセラーとしてのスキルアップの必要を感じている｡
NPO法人も立ち上げ時は助成金も得られたが､ 今後の継続には活動内容に新たな工夫が求められる｡



本
論
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
て

お
き
た
い
。
今
回
の
調
査
は
Ｋ
調
査
で
得
ら
れ
た
仮
説
に
基
づ
き
つ
つ
、

心
理
療
法
と
い
う
枠
組
を
は
ず
し
て
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
実
態
に

迫
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
は
お
ぼ
ろ
げ
に
し
か
な
か
っ
た

｢

エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト｣

と
い
う
視
点
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
た
。
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
が
そ
の
特
性
と
固
有
性
を
損
な
わ
ず
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

精
神
医
療
で
蓄
積
さ
れ
た
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
知
識
や
技
術
を
参
照
し
、

そ
の
分
野
の
専
門
家
、
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
も
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
も
の
と
し
て
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
調

査
を
進
め
て
い
く
中
で
初
め
て

｢

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト｣
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
、
概
念
化
が
進
め
ら
れ
た
。
次
の
課
題
は
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選

ぶ
上
で
の
指
標
や
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
評
価
基
準
の
構
築
で
あ
る
。
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
る
Ａ
Ｔ
の
新
規
参
入
が
急
速
に
増
加
す

る
中
で
、
能
力
不
足
の
Ａ
Ｔ
が
現
れ
て
い
る
の
も
現
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
型
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー

に
適
す
る
指
標
と
評
価
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
評
価
基
準
を
構
築
し
て
い
く
上
で
考
慮
す
べ
き
点
に
つ

い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

｢

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト｣

や

｢

教
育｣

｢

能
力
開
発｣

｢

目
標｣

｢

向
上｣

と
い
っ
た
言
葉
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
成
功
を
目
指
す
よ
う
指
導
を
し

た
り
、
社
会
適
応
や
社
会
参
加
を
促
し
た
り
す
る
際
に
使
わ
れ
る
肯
定
的

な
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
過
剰
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
ら
は

新
た
な
強
制
力
と
し
て
作
用
し
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
本
質
を
見
失
う
こ

と
に
つ
な
が
る
。
つ
ま
り

｢

あ
な
た
自
身
の
た
め
に
も
っ
と
ガ
ン
バ
リ
な

さ
い｣

と
言
わ
れ
続
け
、
頑
張
り
疲
れ
果
て
て
い
る
人
に
、｢

ガ
ン
バ
レ
、

で
き
る｣

と
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
末
期
ガ
ン
を
宣

告
さ
れ
闘
病
せ
ず
に
余
命
で
充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
願
い
、
そ
う

い
う
生
活
を
形
作
り
た
い
人
に
、
闘
病
を
強
要
し
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の

で
も
あ
る
。

事
例
と
し
て
紹
介
し
た
参
加
を
強
制
し
な
い
晴
留
屋
の
方
針
に
見
出
さ

れ
る
よ
う
に
、
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
良
さ
は
、
自
由
な
活
動
の
場

で
ア
ー
ト
を
用
い
て
利
用
者
が
遊
ぶ
こ
と
、
楽
し
む
こ
と
で
、｢

で
き
な

い
自
分｣

｢

あ
り
の
ま
ま
の
〈
ダ
メ
な
〉
自
分｣

｢

ガ
ン
バ
レ
な
い
自
分｣

を
受
容
す
る
こ
と
で
あ
る
。
失
敗
を
受
容
し
、
失
敗
か
ら
く
る
焦
燥
感
を

鎮
静
さ
せ
る
こ
と
で
再
生
の
準
備
を
手
伝
う
こ
と
。
再
生
の
準
備
と
は
、

一
般
的
な
社
会
的
価
値
観
と
は
異
な
る
自
分
の
生
き
方
を
肯
定
す
る
物
語

や
価
値
観
、
喜
び
を
生
み
出
し
つ
つ
生
き
る
こ
と
に
あ
る
と
我
々
は
考
え

て
い
る
。
社
会
的
な
成
功
や
社
会
参
加
の
達
成
は
オ
マ
ケ
の
よ
う
な
も
の

と
心
積
も
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

例
え
ば
中
世
社
会
に
見
ら
れ
る

｢

出
家
遁
世｣

や

｢

数
寄
者｣

の
よ
う
な
、

社
会
か
ら
積
極
的
に
退
場
す
る
生
き
方
、
多
数
派
と
は
異
な
る
生
き
方
も
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さ
い
ご
に

評
価
基
準
の
構
築
に
向
け
て



選
択
肢
と
し
て
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
は
、
そ
の
よ
う
な
多
様
な
生
き
方
、
そ
し
て
社
会
的
に
少
数
派
の
生

き
方
を
そ
れ
ぞ
れ
個、
別、
に、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

註

(

１)
｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー｣

は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
セ
ラ
ピ
ー
文
化
の
定
着

と
と
も
に
一
般
社
会
に
広
が
っ
た
芸
術
を
用
い
た
活
動
の
総
称
で
、
実
践
者

達
に
よ
る
自
称
か
ら
発
生
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
芸
術
に
は
多
様
な
表

現
手
段
が
あ
る
た
め
、
学
問
上
の
正
確
な
表
記
は
｢

ア
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー｣

と

な
る
。

(

２)

こ
の
調
査
研
究
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
石
原
が
調
査
に
携
わ
っ
た
。
詳
し

く
は
調
査
報
告
書

｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
現
状
と
課
題

ア
ン
ケ
ー
ト
と

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
か
ら｣

(

甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
二
年)

を

参
照
。
ウ
ェ
ブ
上
で
も
閲
覧
可
能

(
h

ttp
://K

-k
o

n
an

-u
n

iv
.o

rg
/cate

g
o

rie
s/

7
6

4)

。

(

３)

Ｋ
調
査
で
は
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
に
従
事
す
る
大
学
機
関
、
学
会
組
織
、

民
間
団
体
を
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
調
査
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

同
意
を
得
ら
れ
た
場
合
、
代
表
者
に
配
布
可
能
な
部
数
を
送
付
し
た
。
結
果
、

そ
の
機
関
、
団
体
に
所
属
す
る
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
配
布
が
集
中
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
逆
に
あ
る
領
域
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
は
全
く
調
査
票
が

届
い
て
い
な
い
。
そ
の
点
、
偏
り
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。

(

４)

石
原
み
ど
り

｢

日
常
に
寄
り
添
う
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー：

子
育
て
支
援
と
し
て

の
活
動
事
例
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
発
展
形
を
見
る｣

、
川
田
都
樹
子
・
西

欣
也
編

『

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
再
考

芸
術
学
と
臨
床
の
現
場
か
ら』

(

二

〇
一
三
年
、
平
凡
社)

参
照
。

(

５)

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
・
平
成
二
十
四
年
科
学
研
究
費
助
成
事
業
、

挑
戦
的
萌
芽
研
究｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
全
国
実
態
調
査｣

(

研
究
代
表
者：

兼
子
一
、
課
題
番
号24653153)

。
研
究
協
力
者
と
し
て
、
他
に
宮
川
貴
美

子

(

臨
床
心
理
学)

、
小
村
み
ち

(

芸
術
療
法
士)

が
加
わ
っ
て
い
る
。

(

６)

二
〇
一
二
年
六
月
九
〜
十
日
、
倉
敷
市

(

中
核
市)

の
市
役
所
、
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
お
よ
び
、
十
四
日
浜
松
市

(

政
令
市)

お
よ
び
袋

井
市

(

一
般
的
な
市)

各
の
市
役
所
に
お
い
て
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
に
関
連

す
る
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し

た
。

(

７)

検
索
エ
ン
ジ
ン
が
広
告
収
入
で
成
り
立
っ
て
い
る
以
上
、
公
正
無
比
な
検
索

結
果
は
望
め
な
い
も
の
の
、
活
動
内
容
等
を
吟
味
し
妥
当
な
数
の
調
査
対
象

者
が
得
ら
れ
た
。
抽
出
時
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
ど
こ
ま
で
を

｢

ア
ー
ト

セ
ラ
ピ
ー｣

の
範
疇
に
入
れ
る
か
で
あ
る
。
一
つ
の
分
岐
点
と
し
て
注
目
し

た
の
は

｢

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー｣

で
あ
る
。
検
索
ワ
ー
ド
に
は
入
れ
て
い
な
い

が
、｢

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー｣

の
検
索
語
で
多
数
ヒ
ッ
ト
し
た
。
言
う
ま
で
も

な
く
描
画
・
造
形
中
心
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
で
は
、
用
い
ら
れ
た
色
が
分
析

対
象
と
な
り
、
色
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
色
見
本

(

布
や
ボ
ト
ル
等)
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か
ら
そ
の
時
の
気
分
に
基
づ
き
選
択
す
る
だ
け
の
行
為
は

｢

表
現｣

の
度
合

い
が
低
い
も
の
と
判
断
し
、
今
回
の
調
査
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。
但
し

｢

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー｣

を
出
発
点
と
し
看
板
に
掲
げ
な
が
ら
も
、
描
画
や
造

形
を
行
っ
て
い
た
り
、
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
手
法
を
開

発
し
た
り
し
て
い
る
も
の
は
対
象
に
含
め
た
。

(

８)

二
〇
一
二
年
五
月
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
デ
ー
タ
と
さ
れ
る
。
現
在

は
、
二
〇
一
三
年
五
月
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
も
の
に
更
新
さ
れ

て
い
る
。
リ
ス
ト
が
閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

h
ttp

://w
w

w
.

o
n

g
ak

u
n

o
to

m
o
.co

.jp
/w

e
b

_
co

n
te

n
t/o

n
ry

o
_

h
iro

b
a/p

d
f/sh

ise
tsu

.p
df

。

(

９)

但
し
こ
の
Ａ
Ｔ
は
、
本
文
の
２
�２
で
示
す

｢

フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
者
で
生

計
が
成
り
立
た
な
い｣

と
い
う
回
答
者
の
一
人
で
あ
る
。
音
楽
療
法
士
と
い

う
単
独
の
資
格
で
は
、
た
と
え
フ
ル
タ
イ
ム
の
病
院
勤
務
で
も
生
業
と
し
て

安
定
し
な
い
現
実
が
あ
り
、
医
療
制
度
の
充
実
化
が
求
め
ら
れ
る
。

(

�)

週
あ
た
り
の
活
動
時
間
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
一
時
間
未
満
の
回
答
者
が

二
五
名
お
り
、
う
ち
二
〇
名
は
無
記
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
を
収
入
状
況

や
コ
メ
ン
ト
か
ら
検
討
す
る
と
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
業
務
の
一
部
と
し
て
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
し
て
い
る
た
め
充
当
時
間
の
算
出
が
困
難
で
あ
る
ケ
ー

ス
、
年
数
回
の
実
施
で
あ
り
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
ケ
ー
ス
等
が
あ
る
。
ア
ー

ト
セ
ラ
ピ
ー
活
動
の
時
間
が
ご
く
わ
ず
か
で
あ
れ
、
ま
た
他
と
融
合
的
な
活

動
形
態
で
あ
れ
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
い
う
点
を
評
価

し
、
〇･

五
時
間
に
換
算
し
た
。

(

�)

そ
の
た
め
、
Ａ
や
Ｂ
の
回
答
者
が
同
時
に
Ｃ
〜
Ｆ
を
選
択
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
こ
の
集
計
で
は
Ａ
、
Ｂ
の
選
択
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。

(

�)

Ａ
、
Ｂ
の
回
答
者
の
う
ち
特
に
Ｃ
、
Ｄ
の

｢

対
人
援
助
職
の
勉
強
や
仕
事
を

す
る
中
で
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
知
っ
た｣

を
選
ん
で
い
る
人
は
二
六
名
お
り
、

彼
ら
を
Ｃ
、
Ｄ
の
方
に
含
め
る
と
、
Ｃ
＋
Ｄ
で
計
七
六
名
、
三
二
％
と
な
る
。

(

�)

詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
る
が
、
例
え
ば
市
井
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
い
う

観
点
か
ら
一
点
言
及
し
て
お
く
と
、
新
た
な
方
法
、
媒
体
と
し
て
写
真
セ
ラ

ピ
ー
に
注
目
で
き
る

(

別
表
＃
�
参
照)

。
写
真
セ
ラ
ピ
ー
に
は
写
真
を
コ

ラ
ー
ジ
ュ
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
に
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
撮
影
行
為

も
含
ま
れ
る
。
こ
の
表
現
行
為
に
独
自
の
セ
ラ
ピ
ー
的
要
素
が
見
出
さ
れ
る
。

技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
現
代
で
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
カ
メ
ラ
付
携
帯
電
話

が
普
及
し
、
写
真
は
現
代
人
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
最
も
手
軽
で
身
近
な

表
現
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て
は
後
発
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
諸
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
写
真
な
ら
で
は

の
新
た
な
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
の
あ
り
方
が
現
在
追
究
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
対
象
者
抽
出
作
業
に
お
い
て
も
、｢

写
真
療
法
家｣

｢

フ
ォ
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト｣

と
し
て
活
動
し
て
い
る
個
人
、
団
体
が
複
数
把
握

さ
れ
、
Ｋ
調
査
時
よ
り
も
確
実
に
増
え
て
い
る
。

(

�)

例
え
ば
次
の
よ
う
な
質
問
項
目
を
設
定
し
た
。｢

利
用
者
が
安
心
し
て
自
由

な
表
現
が
で
き
る
よ
う
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
利
用
者
と
の
信
頼
関
係
を
作
る
か
／

空
間
を
し
つ
ら
え
る
か｣

｢

表
現
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
振
り
か
え
り
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
行
う
か｣

等
、
工
夫
に
関
す
る
質
問
、
ま
た

｢

対
応
に
困
っ
た

場
合
ど
う
す
る
か｣

｢

ほ
か
の
人
と
連
携
し
て
い
る
か
、
ま
た
誰
と
連
携
し
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て
い
る
か｣

等
。

(

�)
例
え
ば
＃
�
は

｢

セ
ラ
ピ
ー
活
動
の
な
か
で
心
理
的
な
問
題
の
対
応
に
戸
惑

う
こ
と
が
あ
る｣

と
し
、
自
ら
は
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
わ
ず
専
門

家
と
の
連
携
態
勢
を
取
っ
て
い
る
。

(

�)

晴
留
屋
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
はh

ttp
://h

alle
lu

jah
-ap

p
are

.co
m

/in
d

e
x
.h

tm
l

。

(

�)

結
成
時
の
名
称
は

｢
創
作
舞
踊
集
団
・
天
晴

(

あ
っ
ぱ
れ)｣

で
、
改
称
し

た
の
は
一
年
後
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
統
一
し
て
晴
留
屋
と
呼
ぶ
。
な
お
「
天

晴
」
は
内
部
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

(

正
式
に
は
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン)

は
、
高
知

の
よ
さ
こ
い
祭
り
を
北
海
道
で
も
行
お
う
と
、
北
海
道
の
民
謡
ソ
ー
ラ
ン
節

と
組
み
合
わ
せ
て
誕
生
し
た
市
民
参
加
型
の
祭
り
で
あ
る
。

(

�)
『

基
礎
か
ら
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
理
論
と
実
際』
(

巡
静
一
・
早
瀬
昇
編
著
、

中
央
法
規
出
版
、
一
九
九
七
年)

三
頁
。
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
分
類

で
は
、
費
用
負
担
と
内
容
に
よ
っ
て
六
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

但
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
点
で
は
、
増
員
と
活
動
の
拡
大
に
と
も
な
い
週
二
回

と
も
全
体
ワ
ー
ク
に
充
て
ら
れ
、
個
別
ワ
ー
ク
に
は
別
の
曜
日
が
設
け
ら
れ

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

(

	)

類
別
し
た
系
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
よ
り
内
実
を
反
映
す
る
適
切
な
名
称
が

あ
れ
ば
再
び
改
称
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(


)

石
原
、
前
掲
書
。

(

い
し
は
ら

み
ど
り
／
芸
術
学)

(

か
ね
こ

は
じ
め
／
社
会
学)
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